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　11月９日（119番の日）、本川プラチナ交流センターと長沢小学校を会場とし、長沢小学校こども防災キャ
ンプを開催しました。
　地域の方々も参加くださり、「起震車体験」「土砂災害学習」「消火訓練」など様々な体験・学習をすること
で、日ごろの備えや災害についての知識、いざという時にどのように行動したら良いかなどを学びました。

●総人口	 25,211 （25,653）人

●男　性	 11,997 （12,215）人

●女　性	 13,214 （13,438）人

●世帯数	 10,928 （11,007）世帯
（住民基本台帳人口による）

いの町の人口
平成25年10月末日現在（　）内は前年同月末日

※散歩中のフンは必ず持ち帰り
　処理をしてください。

いの町上下水道組合    090－9555－6246

町県民税　４期
国保税・介護保険料・後期高齢者医療保険料　６期

問い合わせ
  高知県中央西福祉保健所　  0889－22－2588
  環境課　　　　　　　　　  893－1160
  吾北総合支所住民福祉課　  867－2300
  本川総合支所住民福祉課　  869－2114

今月の主な内容

財政事情の公表５

ねんりんピックよさこい高知2013　ソフトバレーボール交流大会２
年末年始のごみ・し尿の収集　ご確認ください４

病院事業業務状況公表８

いの町史に掲載する「未来へのメッセージ」募集中!!　詳しくは20ページへ

第９回高知国際版画
トリエンナーレ展

展覧会：2014年10月11日（土）～
11月30日（日）

2014

開催まであと 日

犬･猫に関する相談窓口 今 月 の 納 税

上下水道休日当番

『長沢小学校こども防災キャンプ』
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　10月26日から29日にかけて、高知県内において『ねんりんピックよさこい高知2013』が開催されました。
いの町では27日・28日の２日間、ソフトバレーボール交流大会が県立青少年体育館にて開催され、全国から
68チーム484名の選手が参加されました。仲間や観客からの声援を受けながら日ごろの練習の成果を発揮した
ほか、様々な地域の皆さんと親睦を深めました。
　また、会場周辺には自分の健康をチェックできる健康づくりコーナーや物産コーナーでの特産品の販売、観
光案内、おもてなしコーナーでの汁物の無料提供などの「おもてなし」も行われ、多くの来場者でにぎわいま
した。

　27日の開始式は、伊野中
学校・伊野南中学校吹奏楽部
の演奏で選手団が入場。
選手宣誓は、高知県代表「潮
江南」チームの小笠原和彦さ
んと山﨑寿さんが宣誓しまし
た。
　また、歓迎アトラクション
として、伊野南小学校の4～
6年生で構成された「伊野南
サンシャインズ」によるマー
チングが披露され、一糸乱れ
ぬ演奏に会場からは大きな拍
手が送られました。
　
　27日に予選、28日に順位
別戦の全136試合が行われ、
年齢を感じさせない躍動感あ
ふれるプレーに歓声がわき、
会場からは割れんばかりの拍
手が起こりました。

　会場の周辺では、土佐和紙の紙漉き体験コーナー、健康づくりコーナー、おもてなしコーナーなどが開設さ
れました。紙漉き体験コーナーでは、多くの選手などが体験を行っていました。健康づくりコーナーでは、選
手の日ごろの食事をチェックして、健康づくりのアドバイスをしました。おもてなしコーナーでは、27日は
「ツナ汁」、28日は「きじ汁」をメインに、お菓子やスポーツ飲料などを提供しました。

ソフトバレーボール交流大会

開始式・競技

お・も・て・な・し
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　27日にはいの町での大会開催を記念して、前全日本女子バレーボールチーム監督の柳本晶一さんをお招きし、
「人生、負け勝ち」というテーマで記念講演会を開催しました。講演会では、柳本さんの選手時代のエピソー
ドから監督時代の裏話までを笑いを交えながらお話しいただきました。
　講演会終了後には、伊野中学校体育館にてバレーボール教室を開催しました。教室には伊野中学校バレー
ボール部などの生徒約35名が参加し、柳本さんの指導を受けました。はじめは緊張気味の生徒たちでしたが、
柳本さんの熱意あふれる指導に呼応するように、元気な声が体育館に響いていました。

　奈良県代表の選手からは、
「ハイタッチで思わず涙が止
まりませんでした。皆さんの
心配りが私たち選手にとって
大きな感激になりました。」
とのお便りもいただき、いの
町の心あたたまる「おもてな
し」により、大会は終了しま
した。

　教室では基本的な動作の重
要性を指導し、参加した伊野
中学校3年生の梅原彩夢さん
は、「教え方が丁寧で分かり
やすかった。高校生になって
も学んだことを活かして頑張
りたい。」と、笑顔で話して
くれました。

　最終日（28日）の表彰式では、入賞チームにメダルや土佐和紙の賞状が贈られたほか、特別表彰として、町
特産の土佐和紙セットや新高梨が贈られました。選手が退場する時には、スタッフ総出でハイタッチによるお
見送りをしました。

　大会期間中は、ボランティアの皆さんを中心にスタッフ全員が全国から来町された選手を「おもてなし」し、
スタッフによる「おもてなし」に対する選手からの評判も良く、会場ではボランティアや係員が選手と笑顔で
触れ合っていました。

大会開催記念講演会・バレーボール教室

表　彰　式

▲おもてなしボランティアの皆さん

▲入賞チームには土佐和紙の賞状を授与

▲真剣なまなざしで講演する柳本さん　

▲ハイタッチでお見送りしました。

▲「基本が大事」と、生徒に熱心に指導

▲学生ボランティアの皆さん ▲紙のこいのぼりと一緒に記念撮影
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▪各地区における年末年始の可燃ごみ収集日は、次のとおりです。
可燃ごみ収集地区 年末収集最終日 年始収集開始日

伊野地区（月、木収集）
１～13区、18～21区、23区‐2、
23区‐3、槙、26･27区（JRから南） 12月30日（月） １月６日（月）

神谷・加田（東加田を含む）・鹿敷・小野・三瀬地区

伊野地区（火・金収集）
14～17区、22区、23区‐１、
26･27区（JRから北） 12月27日（金）

１月４日（土）
（特別収集）

※1月7日（火）からは
通常収集します。枝川地区

天王、八田、池ノ内、川内地区 12月28日（土） １月４日（土）

中追地区 12月30日（月） １月６日（月）

成山、北成山、蔭、横藪、峰槙地区 12月27日（金）

１月４日（土）
（特別収集）

※1月10日（金）からは
通常収集します。

吾北地区
小川、下八川地区

12月30日（月）
（特別収集）

※打木・奥大野を除く。
１月７日（火）

清水、上八川地区 12月28日（土） １月４日（土）

本川地区

寺川、越裏門、長沢、大森、戸中地区 12月30日（月） １月６日（月）

中野川、桑瀬、足谷、葛原、脇ノ山、高藪2区 12月27日（金） １月10日（金）

高藪1区 12月24日（火） １月７日（火）

※本川地区の１月の資源ごみ・不燃ごみ収集日について
　中野川、桑瀬、足谷、葛原、脇ノ山、高藪2区、高藪１区は１月11日（土）に、寺川、越裏門、長沢、大森、

戸中は１月８日（水）に変更します。

し尿の収集
　伊野地区　12月28日（土）で終了し、１月６日（月）から開始します。
　吾北地区　12月26日（木）で終了し、１月６日（月）から開始します。
　本川地区　12月28日（土）で終了し、１月４日（土）から開始します。
　年末年始は、収集依頼件数が非常に多く、混み合うことが予想されますので、早めに収集業者へご相談くだ
さい。

ごみの出し方
　年末年始は大量のごみの排出が予想されます。ごみを出すときは、きちんと分別して町指定ごみ袋に入
れ、収集日当日の8：00（本川地区は8：30）までに地区内の決められたごみステーションに出してください。
（年末最終収集後から年始収集開始日までは、ごみを絶対に出さないでください！）
　ごみの分別及び収集指定日については、各家庭に配布している収集日程表で確認してください。

▪問い合わせ　　環境課　　　　　　　　　　　  ８９３－１１６０
　　　　　　　　吾北総合支所住民福祉課　　　  ８６７－２３００
　　　　　　　　本川総合支所住民福祉課　　　  ８６９－２１１４

年末年始のごみ・し尿の収集　ご確認ください
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１．一般会計収支状況 （単位：千円、％）

歳　　　　入 歳　　　　出
区　　　分 予算現額 構成比 収入済額 収入率 区　　　分 予算現額 構成比 支出済額 執行率

  1  町税 2,466,865 17.1 1,638,084 66.4   1  議会費 108,617 0.8 59,666 54.9

  2  地方譲与税 137,200 0.9 35,782 26.1   2  総務費 4,394,249 30.4 1,222,423 27.8

  3  利子割交付金 12,500 0.1 4,685 37.5   3  民生費 2,866,852 19.9 773,910 27.0

  4  配当割交付金 4,700 0.0 1,379 29.3   4  衛生費 1,134,550 7.9 384,263 33.9

  5  株式等譲渡所得割交付金 1,200 0.0 0 0.0   5  労働費 62,137 0.4 29,280 47.1

  6  地方消費税交付金 210,100 1.5 118,450 56.4   6  農林水産業費 659,208 4.6 120,690 18.3

  7  自動車取得税交付金 22,200 0.2 7,150 32.2   7  商工費 220,271 1.5 80,656 36.6

  8  地方特例交付金 6,000 0.0 5,880 98.0   8  土木費 1,420,805 9.8 171,378 12.1

  9  地方交付税 5,505,430 38.1 3,774,987 68.6   9  消防費 816,164 5.7 322,484 39.5

10  交通安全対策特別交付金 3,500 0.0 1,644 47.0 10  教育費 902,967 6.3 281,441 31.2

11  分担金及び負担金 148,089 1.0 62,992 42.5 11  災害復旧費 77,850 0.5 26,027 33.3

12  使用料及び手数料 118,140 0.8 55,732 47.2 12  公債費 1,718,588 11.9 887,289 51.6

13  国庫支出金 1,349,452 9.4 204,277 15.1 13  予備費 50,000 0.3 0 0.0

14  県支出金 1,080,076 7.5 59,543 5.5 合　　計 14,432,258 100.0 4,359,507 30.2

15  財産収入 67,594 0.5 43,772 64.8

16  寄附金 7,200 0.0 4,070 56.5

17  繰入金 405,580 2.8 0 0.0

18  繰越金 224,686 1.6 224,687 100.0

19  諸収入 142,346 1.0 46,209 32.5

20  町債 2,519,400 17.5 28,200 0.0

合　　計 14,432,258 100.0 6,317,523 43.8

２．特別会計収支状況 （単位：千円）

会　計　名 予算現額 収入済額 支出済額
水資源対策特別会計 205,059 727 244

墓地公園事業特別会計 2,749 2,402 750

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,382,782 1,183,832 1,408,642

国民健康保険特別会計（直診勘定） 74,504 15,544 31,770

後期高齢者医療特別会計 366,206 131,307 227,139

介護保険特別会計 2,758,633 1,141,254 1,124,651

特別養護老人ホーム特別会計 402,576 118,574 187,017

下水道事業特別会計 590,653 36,434 165,884

農業集落排水事業特別会計 49,390 3,420 19,809

簡易水道事業特別会計 261,053 12,415 98,875
天王地区汚水処理施設事業特別会計 46,056 26,598 8,159

３．財産、町債及び一時借入金の現在高
（１）財　産

区　　　分 数　量 ・ 金　額
土地 11,357,972㎡

建物 167,433㎡

物件（立木） 427,944㎥

有価証券 8,400 千円 

出資による権利 1,647,073 千円 

債権 1,157 千円 

基金 10,594,048 千円

（２）町　債
会　計　名 残　　高

一般会計 12,312,608 千円

国民健康保険特別会計（直診勘定） 14,468 千円

下水道事業特別会計 2,257,951 千円

農業集落排水事業特別会計 386,317 千円
簡易水道事業特別会計 858,519 千円

（３）一時借入金
借　入　先 借　入　額（千円） 利　　率（％）

－ － －

　町では、いの町財政事情説明書の作成及び公表に関する条例（平成16年いの町条例
第49号）に基づき、皆さんからいただいた税金や、国・県からの支出金、町債などが
どのように使われているかを年２回公表しています。
　今回は平成25年度の財政状況の概要及び平成24年度決算の状況をお知らせします。

第１　平成25年度の財政状況	 平成25年9月30日現在

財 の事 表政 公情

４．一般会計における住民１人あたりの町税負担額 ▼人口は平成25年９月30日現在の25,512人で算出しています。
区　　　分 現年課税調定額 １人あたり 区　　　分 現年課税調定額 １人あたり

町民税 1,051,779 千円 41,227 円 たばこ税 70,044 千円 2,746 円

固定資産税 1,229,516 千円 48,194 円 入湯税 1,780 千円 70 円
軽自動車税 63,478 千円 2,488 円 水利地益税 389 千円 15 円

合　　計 2,416,986 千円 94,739 円
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一
般
会
計
決
算
概
要

平
成
24
年
度

一般会計
　歳 入　 129億3,772万円（△1.7％）

地方交付税　55億4,731万円（5.7%）

町　　　税　25億5,581万円（△4.7％）

繰　入　金	 		3億　150万円（81.5％）

国庫支出金　		8億8,070万円（△30.5％）

繰　越　金　		1億7,828万円（0.4％）

そ　の　他　		7億9,362万円（△0.2％）

町　　　債　15億9,450万円（7.2％）

諸　収　入　		1億2,386万円（△18.2％）

県 支 出 金　		9億6,214万円（△19.4％）

全国どの市町村でも一定水準の行政サービスが
受けられるよう国から一定基準により交付されるもの

町民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税など

基金の取り崩しや特別会計からのもの

特定の事業のために国から支出されるお金

前年度からのお金

譲与税・分担金・負担金・使用料・手数料など

長期的な借入金

他の収入科目に含まれないもの（延滞金・雑入など）

特定の事業のために県から支出されるお金

※（　	）数字は前年増減比
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130

140

150

160

170

180

190
（億円）

（年度）

全体

一般会計
（億円）

（年度）平成21 平成22 平成23 平成24
50

60

70

80

90

100

　将来の財源不足や支出に備えるため基金という形
で貯金をしています。
　財政調整的な基金や施設等整備基金の積み立てに
より前年度と比べ４億4,253万円（4.7％）増額し、残高
は98億9,670万円となりました。

　地方債償還のピーク（平成18年度）が過ぎ、残高は前
年度と比べ一般会計では５億146万円（0.4％）、町全体

（公営企業除く）では２億5,778万円（1.5％）の減少と
なりました。
　財政状態を示す実質公債費比率は13.6％で前年度
より1.2ポイント下がりました。
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一般会計
　歳 出　 125億6,903万円（△2.1％）
総　務　費　36億3,199万円（8.8％）

民　生　費　26億　854万円（△0.7％）

公　債　費　18億2,094万円（△4.0％）

土　木　費　11億　258万円（△14.7％）

衛　生　費　		9億8,011万円（△16.6％）

教　育　費　		8億9,819万円（△10.8％）

消　防　費　		5億8,262万円（5.2％）

農林水産業費		4億2,656万円（△14.2％）

商　工　費　		2億　634万円（12.4％）

議　会　費　		1億1,458万円（△13.0％）

そ　の　他　		1億9,658万円（50.5％）

職員の人件費や庁舎や財産の維持管理など

福祉の充実、子育て支援など

町債の支払い（元利金）

道路、河川、公園、公営住宅など

環境保全、疾病予防、健康増進など

学校教育、生涯学習、文化・スポーツ振興など

消防・水防・防災対策など

農林水産業の振興・基盤整備など

商工業・観光の振興など

町議会運営・議員報酬など

労働費・災害復旧費

一般会計における
　　住民１人当たりの町税負担額
▼人口は平成25年3月31日現在の 25,413人

で算出しています。

区　　分 １人当たり
町民税 43,650円
固定資産税 49,218円
軽自動車税 2,458円
たばこ税 4,872円
入湯税 147円
水利地益税 14円

合　　計 100,359円

一般会計における
　　住民１人当たりの支出額
▼人口は平成25年3月31日現在の 25,413人

で算出しています。

区　　分 １人当たり
議会費 4,509円
総務費 142,918円
民生費 102,646円
衛生費 38,567円
労働費 3,499円
農林水産業費 16,785円
商工費 8,120円
土木費 43,387円
消防費 22,926円
教育費 35,344円
災害復旧費 4,236円
公債費 71,654円

合　　計 494,591円

平成24年度の主な事業
◇総務費 ◇民生費 ◇衛生費

新本庁舎建設事業 3億3,337万円 障害福祉事業 5億   664万円 感染症対策事業 4,892万円

地籍調査事業 1億5,611万円 保育事業 4億1,182万円 健康づくり事業 4,306万円

児童手当事業 3億   470万円 清掃事業 3億6,325万円

◇農林水産業費 ◇商工費 ◇土木費

有害鳥獣対策事業 1,282万円 商工観光振興事業 1億1,246万円 道路新設改良事業 5億1,821万円

農林業振興事業 1億   409万円 施設運営事業 9,313万円 鎌田地区雨水対策事業 7,451万円

林道新設改良事業 1億5,882万円 ◇消防費 ◇教育費

仁淀消防組合負担金 3億8,018万円 枝川保育園・幼稚園建築事業 2億7,847万円

防災対策事業 8,602万円 奥田川親水公園整備事業 1,405万円

一般会計決算を家計に例えると・・・
　１か月の収入を40万円として計算しています。給与、パート収入
では支出を賄えず、親からの援助や借金に頼っている状況であり経
費の削減が必要です。 （単位：円）

収　　入（月額） 支　　出（月額）

給与（町税） 79,019 食費（人件費） 63,169

パート収入
（使用料、財産収入など） 16,273 

医療費（扶助費） 42,646

ローンの返済（公債費） 56,299

借金（町債） 49,298 光熱水費・日用品など
（物件費） 47,017

親からの援助
（地方交付税、国・県支出金など） 240,576 家・車等の修繕、買い替え

（維持修繕費、普通建設事業費） 67,643

貯金の取崩し
（繰入金） 9,322 子どもへの仕送り・交際費

（繰出金、補助費等） 90,137

先月の残り（繰越金） 5,512 貯金（積立金） 21,690

計 400,000 計 388,601

特別会計収支状況 （単位：万円）

会　　計　　名 収入済額 支出済額

水資源対策特別会計 15,021 14,971

墓地公園事業特別会計 604 491

国民健康保険特別会計（事業勘定） 328,666 328,567

国民健康保険特別会計（直診勘定） 7,277 7,233

後期高齢者医療特別会計 36,253 35,521

介護保険特別会計 269,996 266,704

特別養護老人ホーム特別会計 39,952 39,942

下水道事業特別会計 43,289 43,084

農業集落排水事業特別会計 4,483 4,462

簡易水道事業特別会計 21,113 21,103

天王地区汚水処理施設事業特別会計 4,706 4,382
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地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、
病
院
事
業
に
関
す
る
平
成
25
年
９
月
30
日
現
在
の
概
要
及
び
平
成
24
年
度
決
算
の
状
況
を
、

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

病
院

業

状

事

務
業

況
公
表

＝	

事
業
の
概
要	
＝

　

平
成
25
年
度
上
半
期
の
病
院
事

業
の
業
務
状
況
は

・
仁
淀
病
院
患
者
数

　
　

入
院 

１
５
，８
９
１
人

　
　

外
来 

２
２
，６
８
６
人

・
仁
淀
清
流
苑
利
用
者
数

　
　

入
所 

１
５
，２
２
６
人

　
　

通
所 

２
，９
７
８
人

・
事
業
所
に
よ
ど
利
用
者
数

　
　

居
宅 

３
７
９
人

・
吾
北
診
療
所
患
者
数

 

３
７
５
人

・
訪
問
看
護
利
用
者
数

　
　

介
護 

１
８
５
人

　
　

医
療 

１
７
０
人

昨
年
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
前
年
比

・
仁
淀
病
院
患
者
数

　
　

入
院 

３
．５
％
減

　
　

外
来 

５
．２
％
減

・
仁
淀
清
流
苑
利
用
者
数

　
　

入
所 

０
．８
％
減

　
　

通
所 

６
．５
％
増

・
事
業
所
に
よ
ど
利
用
者
数

　
　

居
宅 

２
．１
％
増

・
吾
北
診
療
所
患
者
数

 

１
６
．８
％
増

・
訪
問
看
護
利
用
者
数

　
　

介
護 

１
．１
％
増

　
　

医
療 

１
．２
％
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
理
の
状
況
は
、
病
院
事
業
収

益
８
億
２
６
７
万
９
千
円
（
対
前

年
度
比
１
．５
％
減
）
で
、
内
容

と
し
て
は
、

医
業
収
益　

 

４
億
６
，４
６
０
万
７
千
円

医
業
外
収
益 

４
４
７
万
８
千
円

介
護
療
養
型
医
療
施
設
事
業
収
益

 

９
，９
０
９
万
１
千
円

老
健
施
設
事
業
収
益

 

１
億
８
，２
１
３
万
７
千
円

居
宅
介
護
事
業
収
益

 

３
，０
６
６
万
９
千
円

居
宅
介
護
支
援
事
業
収
益

 

４
２
７
万
９
千
円

訪
問
看
護
事
業
収
益

 

１
，７
４
１
万
８
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
事
業
費
用
は
８
億

４
，９
４
４
万
円
（
対
前
年
度
比

１
．０
％
減
）
で
、
内
容
は
、

医
業
費
用

 

５
億
２
，９
２
２
万
６
千
円

医
業
外
費
用

 

１
，７
１
２
万
４
千
円

介
護
療
養
型
医
療
施
設
事
業
費
用

 

６
，５
９
８
万
７
千
円

老
健
施
設
事
業
費
用

 

１
億
９
，１
０
９
万
円

居
宅
介
護
事
業
費
用

 

２
，０
７
９
万
９
千
円

居
宅
介
護
支
援
事
業
費
用

 

７
１
９
万
９
千
円

訪
問
看
護
事
業
費
用

 

１
，８
０
１
万
５
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
理
の
状
況
は
別
表
１
の
と
お

り
で
す
。

別表1　いの町病院事業会計試算表 平成25年9月30日現在（単位：円）

借方残高 勘　定　科　目 貸方残高
5,378,946,787 資産の部 992,771,271
4,415,477,965 有形固定資産

減価償却累計額 992,771,271
1,526,080 無形固定資産

5,000 投資
842,756,990 流動資産
119,180,752 繰延勘定

負債の部 15,702,822
未払金 11,276,728
その他の流動負債 4,426,094

673,977,142 資本の部 5,091,211,041
自己資本金 2,537,420,255
借入資本金 1,916,571,62
資本剰余金 602,119,166
利益剰余金 35,100,000

673,977,142 欠損金
収益の部 802,678,879

医業収益 464,606,902
医業外収益 4,478,247
介護療養型医療施設事業収益 99,090,662
介護老健施設事業収益 182,137,227
居宅介護事業収益 30,669,011
居宅介護支援事業収益 4,278,920
訪問看護事業収益 17,417,910

849,440,084 費用の部
529,226,268 医業費用

17,123,611 医業外費用
65,987,497 介護療養型医療施設事業費用

191,089,983 介護老健施設事業費用
20,798,680 居宅介護事業費用

7,198,892 居宅介護支援事業費用
18,015,153 訪問看護事業費用

6,902,364,013 合　　　　　計 6,902,364,013
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＝	
平
成
24
年
度

決
算
の
状
況	

＝

　

経
営
状
況
で
は
、
事
業
収
益

１
８
億
６
，８
１
５
万
７
千
円
、

費
用
１
９
億
４
，４
２
８
万
円
、

純
損
失
７
，６
１
２
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
理
の
状
況
な
ど
は
別
表
２
・

３
・
４
の
と
お
り
で
す
。

別表2　いの町病院事業比較表
区　　分 24年度 23年度 増　　減

入院患者数 32,786人 33,074人 △ 288人

外来患者数 48,941人 50,991人 △ 2,050人

入所者数 30,935人 29,730人 1,205人

通所者数 5,675人 5,685人 △ 10人

居宅利用者数 767人 821人 △ 54人

訪問看護件数 3,776件 3,497件 279件

別表3　平成24年度いの町病院事業損益計算書
（単位：円）

1.営業収益 1,694,165,748
（1）入院収益 603,167,277
（2）外来収益 304,755,152
（3）その他病院医業収益 85,438,483
（4）介護療養型医療施設事業収益 212,964,189
（5）介護老健施設事業収益 383,071,423
（6）居宅介護事業収益 61,038,989
（7）居宅介護支援事業収益 8,454,040
（8）訪問看護事業収益 35,276,195
2.営業費用 1,890,679,115
（1）病院経営費 1,126,089,068
（2）減価償却費 144,005,919
（3）資産減耗費 885,550
（4）研究研修費 1,980,402
（5）介護療養型医療施設事業費 131,806,287
（6）介護老健施設事業費 398,933,162
（7）居宅介護事業費 41,884,935
（8）居宅介護支援事業費 14,293,738
（9）訪問看護事業費 30,800,054
3.営業外収益 173,991,451
4.営業外費用 53,600,693
当年度純損失 76,122,609

別表4　平成24年度いの町病院事業貸借対照表
平成25年3月31日現在（単位：円）

科　　　目 金　　額
（資産の部） 4,588,553,906

　有形固定資産 3,415,125,064
　　　土             地 268,666,504
　　　建物及び構築物 2,745,906,890
　　　医療器械及び備品 400,551,670
　無形固定資産 1,526,080
　投             資 5,000
　流動資産 1,052,717,010
　　　現金預金 496,836,078
　　　未収金 526,793,092
　　　貯蔵品 29,087,840
　繰延勘定 119,180,752

資　産　合　計 4,588,553,906

（負債の部） 97,728,143
　流動負債 97,728,143

（資本の部） 4,490,825,763
　資本金 4,527,583,739
　　　自己資本金 2,537,420,255
　　　借入資本金 1,990,163,484
　剰余金 △ 36,757,976
　　　資本剰余金 602,119,166
　　　利益剰余金 △ 638,877,142

負　債・資　本　合　計 4,588,553,906

お  

礼

　

四
国
電
力
㈱
高
知
支
店
様

か
ら
防
犯
街
路
灯
５
灯
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
務
課

　

10
月
12
日
、
い
の
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
、

役
職
員
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
伊
野
の
清
掃
作
業
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伸
び
た
枝
や
雑
草
も
き

れ
い
に
処
理
し
て
い
た
だ
き
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ

く
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ほ
け
ん
福
祉
課

　

い
の
町
内
野
北
町
１
番
地
、

日
本
製
紙
パ
ピ
リ
ア
㈱
高
知

工
場
様
か
ら
社
会
福
祉
基
金

へ
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ほ
け
ん
福
祉
課

　

故
山
田
裕
様
の
ご
遺
族
か

ら
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
基
金
へ
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ほ
け
ん
福
祉
課

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（四国電力㈱高知支店様）

（いの町シルバー人材センター様）
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催
し・イ
ベ
ン
ト

募　
　
集

試　
　
験

講
座・教
室

ニ
ュ
ー
ス

ニュース

高
知
県
消
防
操
法
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
13
日
に
高
知
県
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

は
、「
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
」
と

「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」
が
あ
り
、

県
内
の
各
18
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。

高
知
県
の
消
防
操
法
は
全
国
的
に

非
常
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、
大
会
当

日
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

い
の
町
消
防
団
は
仁
淀
消
防
連

合
会
の
代
表
と
し
て
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
に
吾
北
方
面
隊
上
八
川
分

団
が
出
場
し
ま
し
た
。
上
位
入
賞

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
厳
し
い
訓
練
は
今
後
の
消

防
活
動
や
、
操
法
競
技
に
つ
い
て
、

大
き
な
糧
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

長
期
間
に
わ
た
り
、
選
手
を
支

え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
紙
面
を
借
り
ま
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

ニュース

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

秋
季
防
火
パ
レ
ー
ド

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
（
期

間
11
月
９
日
～
15
日
）
に
合
わ
せ
、

幼
稚
園
、
保
育
園
で
そ
れ
ぞ
れ
結

成
さ
れ
て
い
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
、
町
内

各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
た

ち
は
、
消
防
団
員
や
仁
淀
消
防
署

員
な
ど
と
と
も
に
元
気
に
パ
レ
ー

ド
し
、「
火
の
用
心
」
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
火
災
の
起
き
や
す
い

時
期
で
す
。
気
を
引
き
締
め
て
火

災
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

12
月
の

消
防
団
行
事
予
定

12
月
28
日
（
土
）

　

～
30
日
（
月
）

年
末
特
別
警
戒

ニュース

平
成
25
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業（
地
域
防
災
組
織

育
成
助
成
事
業
）に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
り
、い
の
町
消
防
団

に
小
型
ポ
ン
プ
用
自
動
中
継
制
御

バ
ル
ブ
が
28
個
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全

な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、宝
く

じ
の
普
及
広
報
事
業
を
行
う
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
助

成
を
受
け
て
購
入
、配
備
し
た
も

の
で
す
。

　

い
の
町
で
は
面
積
の
90
％
が
山

林
で
あ
り
、火
災
発
生
時
に
は
、数

百
メ
ー
ト
ル
も
の
中
継
送
水
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
配
備
し
ま
し
た
自
動
中
継

制
御
バ
ル
ブ
は
、受
け
手
側
の
ポ

ン
プ
に
過
大
な
圧
力
が
か
か
っ
た

場
合
、ポ
ン
プ
の
損
傷
を
防
ぐ
た

め
に
、自
動
的
に
圧
力
を
逃
す
消

防
器
具
で
す
。

　

消
防
団
員
も
訓
練
や
無
線
連
絡

に
よ
り
、十
分
注
意
は
し
て
い
ま

す
が
、混
乱
し
た
火
災
消
火
現
場

で
は
人
的
ミ
ス
や
予
期
せ
ぬ
圧
力

急
変
に
よ
り
ポ
ン
プ
の
破
損
は
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
現
場
で
の
ポ
ン
プ
故
障
に

よ
る
送
水
停
止
は
致
命
的
な
失
敗

と
な
り
ま
す
の
で
、今
回
の
配
備

に
よ
り
、い
の
町
の
消
防
力
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ニュース

平
成
25
年
度

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
受
賞

　

10
月
18
日
（
統
計
の
日
）
に
、

い
の
町
に
お
住
ま
い
の
山
中
久
光

さ
ん
が
、
農
業
経
営
統
計
調
査
農

家
と
し
て
、
農
林
水
産
大
臣
感
謝

状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
経

営
統
計
調
査
農
家
と
し
て
受
賞
さ

れ
る
方
々
は
、
永
年
に
わ
た
り
収

支
や
経
費
、
労
働
時
間
な
ど
を
詳

細
に
記
帳
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

結
果
は
農
畜
産
物
価
格
の
安
定
、

農
業
経
営
の
改
善
な
ど
農
業
施
策

に
必
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
広
く

活
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
は

誠
に
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
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お知らせ

小
型
特
殊
自
動
車
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か

　

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
乗
用
コ
ン

バ
イ
ン
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
農
耕

作
業
用
自
動
車
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
な
ど
は
、
小
型
特
殊
自
動
車
で

あ
り
、
公
道
を
走
行
す
る
も
の
は

標
識
番
号
の
交
付
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

該
当
す
る
車
を
お
持
ち
の
方
は
、

標
識
番
号
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
時
点

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
す

で
に
申
告
さ
れ
て
い
る
方
で
、
所

有
者
や
登
録
車
輌
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
標
識
番
号
を
持
参
の

上
、
名
義
変
更
・
廃
車
な
ど
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
標
識
交
付
に
必
要
な
も
の

・
所
有
者
の
氏
名
、
住
所
、
印
鑑

・
車
名
、
車
体
番
号
、
総
排
気
量

・
販
売
証
明
又
は
譲
渡
証
明

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

 

８
９
３

－
１
１
１
８

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課　

 

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課　

 

８
６
９

－

２
１
１
２

お知らせ

今
年
度
ま
だ
が
ん
検
診
を

受
診
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
へ

　

今
年
度
が
ん
検
診
を
受
診
し
て

い
な
い
方
を
対
象
に
、
下
記
日
程

で
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
の
検
診
は
、
町
外
の
会
場

で
受
診
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
勤

め
先
に
近
い
会
場
な
ど
、
ご
都
合

に
合
わ
せ
て
受
診
会
場
を
決
め
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
方

・
左
表
の
年
齢
の
方
の
う
ち
、
平

成
25
年
4
月
1
日
以
降
が
ん
検

診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

・
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、

平
成
24
年
4
月
1
日
以
降
受
診

し
て
い
な
い
方

肺
が
ん
検
診

40
歳
以
上
男
女

胃
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

40
歳
以
上
女
性

子
宮
頸
が
ん
検
診

20
歳
以
上
女
性

▼
自
己
負
担
額　

無
料

▼
申
込
方
法
な
ど　

※
通
常
の
集
団
検
診
と
申
込
先
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

12
月
9
日
（
月
）
か
ら
、
電
話

で
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。
各
会

場
定
員
に
達
し
た
時
点
で
申
込
を

締
め
切
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

実施日
（午前中の検診となります。）

実施場所
大腸がん検診

胃がん検診
肺がん検診

乳がん検診
子宮頸がん検診

２月21日（金）

高知市保健福祉センター

○
２月28日（金） ○
３月７日（金） ○ ○
３月14日（金） ○
３月20日（木） 土佐市保健福祉センター ○

※上記以外の会場でも実施されます。詳しくは県健康対策課のホームページ
　（http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/130401）でご確認ください。

■
申
込
　
高
知
県
総
合
保
健
協
会

 

８
３
２

－

９
６
９
１

　

8
時
30
分
～
17
時

　
（
土
曜
午
後
、
日
・
祝
日
、
12

月
28
日
～
1
月
5
日
を
除
く
。）

お知らせ

高
知
県
が
郵
送
に
よ
る

大
腸
が
ん
検
診
を
試
行
的
に

実
施
し
ま
す

　

女
性
の
が
ん
死
亡
原
因
の
第
一

位
は
、
大
腸
が
ん
で
す
。
特
に
、

男
女
と
も
40
歳
代
か
ら
大
腸
が
ん

に
な
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、
早
期
の
大
腸
が
ん
で
は

９
割
以
上
が
完
治
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
早
期
の
大
腸
が
ん
を
見
つ

け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

今
年
度
ま
だ
大
腸
が
ん
検
診
を

受
診
し
て
い
な
い
方
は
是
非
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

　

40
歳
以
上
の
方
で
、
平
成
25
年

4
月
1
日
以
降
に
大
腸
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い
方

▼
自
己
負
担
額　
　

無
料

▼
申
込
期
間　

　

12
月
16
日（
月
）～

　
　
　

2
月
14
日（
金
）

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
申
込
を

締
め
切
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▼
検
診
の
流
れ　

①
総
合
保
健
協
会
に
電
話
で
申
込

を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
大
腸
が
ん
検
診
容
器
、
提
出
用

封
筒
な
ど
が
ご
自
宅
に
届
き
ま

す
。

③
便
を
容
器
に
採
取
し
、
提
出
用

封
筒
で
総
合
保
健
協
会
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
検
診
結
果
に
異
常
が
あ
っ
た

場
合
の
み
、
ご
連
絡
し
ま
す
。

（
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

に
は
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

■
申
込

　

高
知
県
総
合
保
健
協
会

 

８
３
２

－

９
６
９
１

　

8
時
30
分
～
17
時

　
（
土
曜
午
後
、
日
・
祝
日
、
12

月
28
日
～
1
月
5
日
を
除
く
。）

※
通
常
の
集
団
検
診
と
申
込
先
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

健康維新の志士
けん　しんたろう君
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お知らせ
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　

農
業
委
員
会
な
ど
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
１
月
１

日
を
基
準
日
と
す
る
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
行
い

ま
す
の
で
、
有
資
格
者
は
次
に
よ

り
、
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
の

で
、
前
年
度
に
提
出
さ
れ
て
い
る

方
も
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
用
紙
の
配
布

　

広
報
12
月
号
と
と
も
に
各
区
長

又
は
文
書
担
当
の
方
宛
て
に
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
方
は
配
布
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
有
資
格
者

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

方①
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
、

い
の
町
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
26
年
３
月
31
日
時
点
で
、

満
20
歳
以
上
の
方

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
む
方
及
び
そ

の
方
の
同
居
の
親
族
又
は
そ
の

配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る

と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
方

▼
提
出
期
限

　

１
月
10
日
（
金
）

※
法
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
農

業
委
員
会
が
申
請
書
を
受
理
す

る
期
限
で
す
。
必
ず
厳
守
し
て

く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

い
の
町
農
業
委
員
会

　
（
産
業
経
済
課
内
）　

 　

 
 

８
９
３

－

１
１
１
５

　

吾
北
分
室

　
（
吾
北
総
合
支
所
産
業
課
内
）

 

８
６
７

－

２
３
１
３

　

本
川
分
室

　
（
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
内
）

 
８
６
９

－

２
１
１
５

お知らせ
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
方
の

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
75
歳

以
上
【
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は

65
歳
以
上
】）
の
方
で
、
月
ご
と

の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

は
、
所
定
の
金
額
（
下
表
参
照
）

を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
を
超
え
た
額
は
後
か
ら
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。

　

複
数
の
病
院
・
診
療
所
・
調
剤

薬
局
な
ど
で
受
診
さ
れ
て
い
る
場

合
や
同
じ
世
帯
に
被
保
険
者
が
複

数
い
る
場
合
は
、
自
己
負
担
額
を

合
算
し
ま
す
。

　

払
い
戻
し
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
診
療
を
受
け
た
月
の
お
お
よ
そ

３
か
月
後
に
申
請
書
を
お
送
り
し

ま
す
。
申
請
し
て
い
た
だ
く
と
２

回
目
以
降
の
申
請
は
不
要
で
、
診

療
月
の
お
お
よ
そ
４
か
月
後
に
お

支
払
い
し
ま
す
。

※
申
請
期
間
は
、
原
則
診
療
月
の

翌
月
の
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

お知らせ

国
民
健
康
保
険
一
部

負
担
金
減
免
に
つ
い
て

　

災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
事

情
で
、
世
帯
の
生
活
が
著
し
く
困

難
と
な
っ
た
場
合
、
申
請
に
よ
り

一
部
負
担
金
の
支
払
い
の
減
免
な

ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

 

８
９
３

－

１
１
１
７

お知らせ

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

▼
家
屋
の
取
り
壊
し
及
び
未
登
記

家
屋
の
売
買
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
は
、
毎

年
１
月
１
日
時
点
の
所
有
者
に
課

せ
ら
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
や
、

未
登
記
家
屋
を
売
買
し
た
場
合
は
、

ご
面
倒
で
す
が
固
定
資
産
税
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
を
い

た
だ
か
な
い
と
、
翌
年
度
以
降
も

課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

取
り
壊
し
完
了
日
が
１
月
１
日

を
過
ぎ
る
と
、
翌
年
度
の
固
定
資

産
税
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
建
て
替
え
目
的
以
外
で

住
宅
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
敷
地
（
宅
地
）
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
、
住
宅
用
地
特
例
措

置
（
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

土
地
つ
い
て
課
税
標
準
額
を
価
格

の
六
分
の
一
の
額
と
し
、
二
百
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
は
課

税
標
準
額
を
価
格
の
三
分
の
一
の

額
と
す
る
措
置
）
が
な
く
な
り
、

非
住
宅
用
地
（
課
税
標
準
額
は
原

則
と
し
て
価
格
の
十
分
の
七
）
と

し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▼
土
地
の
現
況
地
目
の
変
更
に
つ

い
て

　

固
定
資
産
税
（
土
地
）
は
、
毎

年
１
月
１
日
時
点
の
土
地
の
状
況

に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
現
況

地
目
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

12
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

 

８
６
９

－

１
１
１
８

１か月の自己負担限度額
負担割合 負担区分 外来（個人ごと）の限度額 外来＋入院（世帯ごと）の限度額

３割負担 現役並み所得　※１ ４４，４００円 　８０，１００円＋　※４
（医療費－２６７，０００円）×１％

１割負担
一般 １２，０００円 ４４，４００円
住民税
非課税など

区分Ⅱ※２
８，０００円

２４，６００円
区分Ⅰ※３ １５，０００円

◎自己負担額には食事代や保険適用外の差額ベッド代などの支払額は含みません。
※１　住民税課税所得が145万以上の被保険者及び同じ世帯の被保険者
※２　世帯全員が住民税非課税である方
※３　ァ．住民税非課税世帯であり、世帯全員の所得（年金の所得控除額を80万円として計算）が０円の方
　　　ィ．住民税非課税世帯であり、老齢福祉年金を受給している方
※４　過去12か月間に「外来＋入院」の限度額を超えた支給が４回以上あった場合、４回目以降は44,000円になります。
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１．申告していただく方
　　町内に事業用償却資産を所有している方（法人・個人などの別は問いません。）は、毎年１月１日時点における当該償

却資産を地方税法の定めにより申告しなければなりません。
２．申告方法
　⑴　平成25年度の申告をされた方…平成25年12月中旬に申告の案内などを各事業所に送付します。
　⑵　平成26年度初めて申告をされる方…申告書などの送付先を下記までご連絡ください。
３．申告期限
　　平成26年度償却資産の申告期限は１月31日（金）ですが、事務処理の都合上１月22日（水）までに申告くださいますよう

ご協力をお願いします。
４．償却資産の申告とは
　　会社や個人で工場や商店などを経営している方や、駐車場やアパートなどを貸し付けしている方が、その事業のために

用いている構築物・機械・工具・器具・備品などを償却資産といい、土地・家屋と同じように固定資産税の対象となります。
〈対象となる資産〉
　平成26年1月1日時点において、事業の用に供することができる資産で、次に掲げる資産も申告が必要です。
　⑴  耐用年数が経過し減価償却が終了している資産
　⑵  建設仮勘定で経理されている資産及び簿外資産
　⑶  遊休又は未稼働資産
　⑷  改良費のうち資本的支出として資産計上した資産（本体とは区分して取り扱います。）
　⑸  福利厚生の用に供する資産
　⑹  使用可能期間が1年未満又は取得価格が20万円未満の償却資産であっても個別に減価償却している資産
　⑺  取得価格が30万円未満の資産で、租税特別措置法を適用して全額損金算入した資産
　⑻  割賦購入資産で、割賦金の完済していない資産
　⑼  テナントなどが取り付けた内装、造作、建築設備などの事業用償却資産（テナントなどが申告することになります。）
〈対象とならない資産〉
　⑴  自動車税・軽自動車税の課税対象となるもの（例＝小型フォークリフト）
　⑵  無形固定資産（例＝特許権、実用新案権など）
　⑶  観賞用、興行用に供する生物を除く馬、牛、果樹、その他の生物
　⑷  耐用年数1年未満又は取得価格が10万円未満の資産で法人税法などの規定により一時に損金算入した資産
　⑸  取得価格が20万円未満の資産で法人税法などの規定により、3年間一括で償却している資産

▪提出及び問い合わせ
　税務課　　　　　　　　　　〒781－2192　いの町1700－1 ８９３－１１１８
　吾北総合支所住民福祉課　　〒781－2492　いの町上八川甲1934 ８６７－２３００
　本川総合支所住民福祉課　　〒781－2601　いの町長沢123－12 ８６９－２１１２

償却資産申告についてのお知らせ

◆  業 種 別 の 課 税 対 象 資 産 の 例 示 ◆
各業種共通のもの

駐車場設備、受変電設備、舗装路面、庭園、門、塀、外構、外灯、ネオンサイン、広告塔、中央監視制
御装置、看板、簡易間仕切、応接セット、ロッカー、キャビネット、エアコン、パソコン、コピー機、
レジスターなど

小売店 商品陳列ケース、陳列棚、陳列台、自動販売機、冷蔵冷凍庫など
飲食店 接客用家具・備品、厨房設備、カラオケ機器、冷凍冷蔵庫など
理容業、美容業 理容・美容椅子、洗面設備、消毒殺菌機、サインポールなど
クリーニング業 洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ビニール包装設備など
製パン業・製菓 窯、オーブン、スライサー、あん錬機、ミキサー、厨房設備、ビニール包装機など

医院・歯科医院 各種医療機器（レントゲン装置、手術機器、歯科診療ユニット、ファイバースコープなど）、各種キャ
ビネットなど

駐車場事業 柵、照明などの電気設備、駐車装置（機械設備、ターンテーブル）など

工場 受変電設備、旋盤、ボール盤、プレス機、看板、金型、洗浄給水設備、構内舗装、溶接機、貯水設備、
福利厚生設備など

旅館・ホテル・バー・喫茶・
軽食

ガスレンジ、洗濯設備、ボイラー、自動食器洗浄器、製氷器、エレクトーンなどの楽器、ミラーボール、
放送設備など

パチンコ店、ゲームセンター パチンコ台、パチスロ台、ゲームマシーン、両替機、玉貸機、還元機など
印刷業 各種印刷機、活字盤鋳造機、裁断機など

建設業 ブロックゲージ、トランスショッパー、ポンプ、ポータブル発電機、ブルドーザー、パワーショベル、
コンクリートカッター、ミキサーなど

自動車整備業
ガソリン販売業

プレス、スチームクリーナー、オートリフト、テスター、オイルチェンジャー、充電器、洗車機、コン
プレッサー、卓上ボール盤、ジャッキ、溶接機、地下槽、ガソリン計量器、地下タンク、照明設備、自
動販売機、独立キャノピーなど

木工業 帯鋸、糸鋸、丸鋸機、大エスライス盤、カンナ機、研磨盤など
鉄工業 旋盤、ボール盤、スライス盤、研削盤、鋸盤、プレス機、剪断機、溶接機、グラインダーなど
食肉販売店 冷凍・冷蔵設備、冷凍冷蔵ケース、肉切機、ミンチ機など

平成26年度
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お知らせ
「
家
族
経
営
協
定
」を

結
び
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
農

業
経
営
者
の
家
族
経
営
協
定
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
で

取
り
組
む
農
業
経
営
に
つ
い
て
、

経
営
の
方
針
や
家
族
一
人
ひ
と
り

の
役
割
、
就
業
条
件
、
就
業
環
境

に
つ
い
て
家
族
み
ん
な
で
話
し
合

い
な
が
ら
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

　

協
定
は
、
普
段
当
た
り
前
に
行

っ
て
い
る
こ
と
を
文
章
に
す
る
も

の
で
す
が
、
経
営
理
念
や
経
営
方

針
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

経
営
意
識
の
向
上
に
も
繋
が
り
ま

す
。

　

ま
た
、
経
営
の
こ
と
以
外
に
つ

い
て
も
協
定
を
き
っ
か
け
に
話
し

合
い
、
家
事
や
育
児
、
介
護
の
役

割
分
担
を
見
つ
め
な
お
す
良
い
機

会
と
な
り
ま
す
。

　

「
家
族
経
営
協
定
」
で
お
互
い

に
個
性
と
能
力
を
認
め
合
い
、
よ

り
良
い
農
業
経
営
を
目
指
し
ま
せ

ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

産
業
経
済
課

 

８
９
３

－

１
１
１
５

お知らせ
「
買
え
買
え
詐
欺
」に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

買
え
買
え
詐
欺
で
は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
き
た
後
に
、

別
の
会
社
か
ら
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
届
い
て
い
な
い
か
」「
代
わ
り

に
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
」「
名
義

を
貸
し
て
ほ
し
い
」「
あ
な
た
の

名
前
で
買
っ
た
」
な
ど
の
電
話
が

あ
り
ま
す
。

　

勧
誘
の
電
話
を
受
け
た
際
に
長

く
聞
い
て
し
ま
う
と
、
断
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
失
い
、
電
話
を
切
り
づ

ら
く
な
り
ま
す
の
で
、「
興
味
あ

り
ま
せ
ん
」「
お
断
り
し
ま
す
」

と
言
っ
て
早
め
に
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。

　

業
者
の
話
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

内
容
を
う
の
み
に
せ
ず
、
お
金
を

支
払
う
前
に
周
囲
の
人
や
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

８
２
４

－

０
９
９
９

　

産
業
経
済
課　

 

８
９
３

－

１
１
１
５

お知らせ

河
川
に
ご
み
を

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　

何
気
な
い
ポ
イ
捨
て
や
家
庭
の

ご
み
が
河
川
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

河
川
に
ご
み
を
捨
て
る
と
…

◆
増
水
時
に
下
流
に
流
さ
れ
て
、

下
流
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
迷
惑

し
ま
す
。

◆
水
質
が
汚
染
さ
れ
、
魚
類
の
へ

い
死
な
ど
生
態
系
に
影
響
を
与

え
ま
す
。

◆
自
然
景
観
を
損
な
い
ま
す
。

　

ご
み
を
河
川
な
ど
に
捨
て
る
行

為
は
「
不
法
投
棄
」
と
な
り
、
法

律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

大
切
な
水
と
環
境
を
守
る
た
め
、

河
川
の
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

 

８
９
３

－

１
１
６
０

お知らせ

野
外
焼
却（
野
焼
き
）は

や
め
ま
し
ょ
う

　

最
近
、
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）

に
つ
い
て
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

一
定
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
焼

却
炉
で
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
を
畑
や
ド
ラ
ム
缶

な
ど
で
焼
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
焼
却

す
る
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の

健
康
を
害
す
る
物
質
が
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

野
外
焼
却
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
各

指
定
収
集
日
に
地
区
内
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

よ
り
良
い
生
活
環
境
を
築
く
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

 

８
９
３

－

１
１
６
０

お知らせ

森
林
政
策
課
の
ご
紹
介

　

本
年
４
月
に
森
林
政
策
課
が
新

た
に
創
設
さ
れ
、
８
か
月
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

森
林
に
は
、
木
材
を
生
産
す
る

機
能
は
も
と
よ
り
、
雨
水
を
蓄
え

て
、
川
へ
一
気
に
流
れ
な
い
よ
う

に
す
る
機
能
や
土
砂
災
害
を
防
止

す
る
機
能
、
環
境
保
全
機
能
、
生

物
の
生
態
保
全
機
能
な
ど
、
様
々

な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
い
の

町
は
、
そ
の
区
域
面
積
の
90
％
を

森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
森
林
は

適
正
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い

と
、
多
様
な
機
能
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
森
林
政
策
課
で
は
主
に
次

の
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
森
林
の
育
成
に
欠
か
せ
な
い
間

伐
や
作
業
道
開
設
な
ど
へ
の
支

援
②
森
林
計
画
制
度
に
基
づ
く
、
市

町
村
森
林
整
備
計
画
の
策
定
や

森
林
経
営
計
画
の
認
定

③
森
林
の
伐
採
や
新
た
に
森
林
の

土
地
を
取
得
さ
れ
た
場
合
の
届

出
に
関
す
る
こ
と

④
環
境
先
進
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
町
有
林
の
整
備

⑤
そ
の
ほ
か
森
林
・
林
業
振
興
に

関
す
る
ソ
フ
ト
面
の
業
務

　

現
在
、
森
林
政
策
課
は
、
総
勢

５
名
の
職
員
で
、
吾
北
総
合
支
所

の
２
階
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
質
問
・
ご
要
望
な
ど
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

森
林
政
策
課

 

８
６
７

－

２
３
２
２

 

８
６
７

－

２
３
３
７
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お知らせ

く
ら
し
の
悩
み
ご
と

相
談
所
開
催

　

12
月
4
日
（
水
）
は
、
高
知
よ

さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎
で
、
「
く

ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
の
様
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時
、

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

▼
会
場　

　

高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎

　

９
Ｆ
会
議
室

　
（
高
知
市
栄
田
町
２
丁
目
２

－

10
）

▼
相
談
担
当
者　

　

弁
護
士
資
格
又
は
司
法
書
士
資

格
を
有
す
る
人
権
擁
護
委
員

▼
相
談
内
容　

　

く
ら
し
の
法
律
相
談
（
差
別
待

遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ
め
、
Ｄ

Ｖ
な
ど
、
家
庭
及
び
近
隣
関
係
な

ど
に
お
け
る
法
律
・
人
権
問
題
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

 

８
２
２

－

３
５
０
３

お知らせ

四
国
一
斉
12
時
間

　
　
　
　
　

電
話
相
談

　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の

と
お
り
12
時
間
電
話
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
～
21
時

▼
電
話
番
号　

　

 
０
１
２
０

－

４し

こ

く
５
９

－

７な
や
み
な
し

３
７

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
相
談
内
容

　

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い

じ
め
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
家
庭
及
び
近

隣
関
係
な
ど
に
お
け
る
人
権
問
題

に
関
す
る
相
談

■
問
い
合
わ
せ　

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

 

８
２
２

－

３
５
０
３

お知らせ

12
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
は
人
権
週
間
で
す

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本

的
人
権
及
び
自
由
を
尊
重
し
確
保

す
る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の

人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成

す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
１

９
４
８
年
12
月
10
日
の
第
３
回
国

際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、

こ
れ
を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
12

月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言

の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

高
知
地
方
法
務
局
で
は
、「
特

設
人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
、
Ｄ

Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
の
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
や
、

児
童
虐
待
・
い
じ
め
・
体
罰
な
ど

子
ど
も
に
関
す
る
問
題
、
高
齢
者

や
障
害
者
に
関
す
る
問
題
、
そ
の

ほ
か
嫌
が
ら
せ
な
ど
、
人
権
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
特
設
人
権
相
談
所

　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

▼
日
時

　

12
月
４
日
（
水
）

　
　

10
時
～
15
時

お知らせ
人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の

身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い

よ
う
に
絶
え
ず
見
守
り
、
も
し
、

人
権
が
侵
さ
れ
た
と
き
は
法
務
局

と
連
携
し
て
、
救
済
の
た
め
の
措

置
を
採
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重

思
想
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の

活
動
を
行
う
こ
と
を
使
命
と
し
て

い
ま
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社

会
な
ど
で
の
困
り
ご
と
や
悩
み
ご

と
は
、
お
気
軽
に
人
権
擁
護
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆	人権擁護委員無料相談のご案内	◆

地区 今月の
相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 12月18日㈬ 13：30～16：30 あったかふれあいセンター
（すこやかセンター伊野内）

◆	法務局相談窓口・問い合わせ	◆
（祝日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）
高知地方法務局いの支局（いの町1290－4）  893－0343

◆	人	権	擁	護	委	員	の	連	絡	先	◆
氏　名 住　　所 電話番号

杉本　寛子  いの町6466－5  892－2513
尾﨑　正敏  　〃　神谷817  893－5452
藤木　栄子  　〃　天王南9丁目12－2  891－6684
伊藤　義孝  　〃　枝川5  892－2408
髙瀨　科子  　〃　波川610－3  892－3635
曽我　定子  　〃　下八川丙644－1  867－3224
山本　周児  　〃　戸中81－5  873－5422

　平成26年１月から個人で事業（農業を含む）や

不動産貸付などを行うすべての方について、記帳と

帳簿などの保存が必要になります。

平成26年１月から

記帳・帳簿などの保存制度の対象者が拡大されます
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広報いの　12月号

ニ
ュ
ー
ス

募　
　
集

試　
　
験

講
座・教
室

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

お知らせ

就
職
に
役
立
つ
求
職
者

支
援
訓
練
を
受
け
ま
せ
ん
か

　

求
職
者
支
援
訓
練
は
、
雇
用
保

険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
の
方

な
ど
を
対
象
と
し
た
３
～
６
か
月

の
訓
練
で
す
。

　

受
講
料
は
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
別
途
必
要
）
で
、
仕
事
に

就
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
知

識
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
学
べ
ま
す
。

　

ま
た
、
訓
練
期
間
中
も
終
了
後

も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た

就
職
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

受
講
申
込
は
、
住
所
を
所
管
す

る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
行
い
ま
す
。

コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
高
知
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
3

.jeed.or.jp/
kochi/poly/index.htm

l

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
高
知　

　

求
職
支
援
課

 

８
３
３

－

１
０
８
５

お知らせ

林
業
退
職
金
共
済
制
度

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
林
業
退
職
金

共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
ご

自
身
が
林
業
退
職
金
共
済
制
度
へ

加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方

に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
に
対

し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛

失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）
の
必

要
が
生
じ
た
場
合
は
、
で
き
う
る

限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
高
知
支
部

 

８
７
５

－
８
１
２
８

催し・イベント

平
成
26
年
体
育
始
め

第
10
回
い
の
町
新
春

マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
日
時
　
１
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

▼
集
合
場
所

　

吾
北
中
央
公
民
館

　

（
上
八
川
甲
２
０
１
０
番
地
）

▼
コ 

ー 

ス

　

吾
北
中
央
公
民
館
出
発
、

　

２
㎞
、
３
㎞
コ
ー
ス

▼
参
加
料　
　

１
０
０
円

▼
部
門
／
距
離

①
小
学
２
年
生
以
下
の
部
／
２
㎞

②
小
学
３
・
４
年
生
の
部
／
３
㎞

③
小
学
５
・
６
年
生
の
部
／
３
㎞

④
中
学
・
高
校
生
の
部
／
３
㎞

⑤
一
般
の
部
／
３
㎞

▼
参
加
資
格

・
区
間
を
完
走
で
き
る
者

・
未
就
学
児
は
保
護
者
と
参
加
す

る
こ
と

・
小
中
学
生
の
参
加
者
は
、
学
校

長
、
又
は
保
護
者
の
同
意
を
得

る
こ
と

▼
賞

　

各
部
門
の
１
～
３
位
に
金
・

銀
・
銅
メ
ダ
ル
と
賞
状
、
各
部
門

の
ピ
ッ
タ
リ
賞
に
記
念
メ
ダ
ル
と

賞
状

▼
主
催

　

教
育
委
員
会

　

吾
北
中
央
公
民
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

部
門
名
、
住
所（
学
校
名
）、
氏

名
、
年
齢（
学
年
）、
申
告
タ
イ
ム
、

電
話
番
号
を
12
月
17
日（
火
）ま
で

に
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
参
加
も
で
き
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

社
会
教
育
課　

 

８
９
３

－

２
０
１
２

　

吾
北
教
育
事
務
所

 

８
６
７

－

２
１
３
３

　

本
川
教
育
事
務
所

 

８
６
９

－

２
３
３
１

催し・イベント

震
災
に
強
い
人
・
地
域
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
講
演
会
開
催

　

県
で
は
、
長
年
地
震
防
災
研
究

に
携
わ
り
、
本
県
の
南
海
地
震
対

策
推
進
本
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も

あ
る
京
都
大
学
防
災
研
究
所
・
巨

大
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー　

矢
守
克

也
教
授
を
お
招
き
し
て
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
か
ら
自
分
や
大
切
な
人

の
命
を
守
る
た
め
に
「
自
ら
何
が

で
き
る
か
」
、
「
み
ん
な
と
何
が

で
き
る
か
」
に
つ
い
て
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
は
12
月
16
日（
月
）ま
で
に

県
南
海
地
震
対
策
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
託
児
サ
ー
ビ
ス

（
生
後
６
か
月
～
９
歳
ま
で
）
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の

方
は
必
ず
、
お
子
さ
ん
の
お
名
前
、

年
齢
、
緊
急
時
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所　

　

高
新
Ｒ
Ｋ
Ｃ
ホ
ー
ル

　
（
高
知
市
本
町
３

－

２

－

15
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
内
容

　

演
題「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
生
き

抜
く
～
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る

た
め
に
、い
ま
何
が
で
き
る
か
～
」

▼
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

県
南
海
地
震
対
策
課

 

８
２
３

－

９
７
９
８

催し・イベント
「
守
ろ
う
命
!!
救
お
う
命
!!
」

～
東
日
本
大
震
災
、

被
災
地
支
援
の
経
験
か
ら
～

　

東
日
本
大
震
災
後
、
県
中
央
東

福
祉
保
健
所
長
の
立
場
で
宮
城
県

南
三
陸
町
へ
出
向
き
、
過
去
の
被

災
地
支
援
と
は
全
く
異
な
る
混
乱

の
中
で
の
、
公
衆
衛
生
に
お
け
る

支
援
活
動
を
実
施
し
た
医
師
を
迎

え
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

県
内
で
は
、
南
海
地
震
に
対
応
し

た
働
き
か
け
を
幅
広
く
実
践
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
南
海
地
震
な
ど
の
災
害

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
や
、
地
域
ぐ
る
み
で
助
け

合
う
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

災
害
時
あ
な
た
が
ど
う
行
動
し
た

ら
よ
い
か
の
ヒ
ン
ト
を
こ
の
講
演

会
で
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

12
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　
　
　
　
　

受
付
９
時
30
分
～

▼
場
所　

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
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広報いの　12月号

ニ
ュ
ー
ス

募　
　
集

試　
　
験

お
知
ら
せ

講
座・教
室

催
し・イ
ベ
ン
ト

　

大
会
議
室

▼
講
師

　

高
知
県
健
康
政
策
部
医
監

　

田
上　

豊
資
氏

▼
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

８
９
３

－

３
８
１
０

気になる災害時のこと・・・
ちょっとでも聞きたい方は、
参加しませんか！！

催し・イベント
「
す
ず
の
会
」講
演
会

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
魂
で
制
度
を

超
え
る
!!
社
会
が
あ
る
!!
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ご
近
所
の
底
力
」
で

紹
介
さ
れ
た
「
す
ず
の
会
」
代
表

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
す
ず
の
会
」
の
は
じ
ま
り
は

在
宅
介
護
経
験
者
を
含
む
子
育
て

中
の
母
親
（
専
門
家
で
も
な
い
主

婦
）
の
集
い
５
名
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
問
題
解
決
の
た
め
の

実
践
を
重
ね
、
集
い
、
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
体
操
、
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

旅
な
ど
が
あ
り
、
自
主
的
な
住
民

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
、
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

活
動
の
中
で
、
息
子
が
親
の
介

護
を
す
る
方
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

男
性
介
護
者
の
話
を
聞
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
る
方
を
は
じ
め
、

興
味
の
あ
る
方
や
関
心
の
あ
る
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

１
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　
　

受
付
９
時
～

▼
場
所　

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

　

大
会
議
室

▼
講
師

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ　

　

す
ず
の
会
代
表　

鈴
木　

恵
子
氏 

ほ
か

▼
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

８
９
３

－

３
８
１
０

テレビでも放映された
“うんといい話”が聞
けます。お誘い合わせ
の上、参加をお待ちし
ています！！

講座・教室

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防
講
座

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
気
づ
い
た
と
き
、

親
や
学
校
が
で
き
る
こ
と

　

子
ど
も
が
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害

を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
た
と
き
、
何
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
深
刻

な
被
害
か
ら
娘
を
救
い
た
い
と
奮

闘
し
た
体
験
を
通
し
て
、
支
援
の

あ
り
方
や
サ
バ
イ
バ
ー
と
し
て
生

き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時

　

２
月
８
日
（
土
）

　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
講
師

　

Ｂ
ｉ
ｇ 

ｍ
ａ
ｍ
ａ

（
被
害
経
験
者
の
家
族
）

▼
定
員　

30
名

▼
参
加
料　

無
料

▼
託
児　

あ
り
（
１
歳
～
就
学
前

児
童　

予
約
制　

無
料
）

▼
申
込
受
付

　

12
月
16
日
（
月
）

　
　

９
時
か
ら
電
話
で
受
付

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ソ
ー
レ
」

 

８
７
３

－

９
１
０
０

講座・教室

女
性
の
た
め
の
法
律
講
座

～
も
し
も
の
時
、ど
う
す
る
私
!!
～

　

仕
事
で
も
家
庭
で
も
私
ら
し
く

生
き
て
い
く
た
め
に
、
「
自
分
で

決
め
る
力
」
を
身
に
付
け
ま
せ
ん

か
。
自
ら
の
権
利
や
、
法
律
・
制

度
、
手
続
き
方
法
な
ど
の
基
礎
知

識
を
学
び
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　

①
「
退
職
」
を
考
え
る
前
に

　

②
「
離
婚
」
を
意
識
し
た
時
に

▼
日
時

　

①
１
月
18
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

②
２
月
22
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
講
師

　

①
浜
田
久
美
子
氏

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
）

　

②
西
森
や
よ
い
氏
（
弁
護
士
）

▼
対
象
・
定
員　

　

女
性
30
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

各
５
０
０
円

▼
申
込
受
付

　

12
月
10
日
（
火
）

　
　

９
時
か
ら
電
話
で
受
付

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ソ
ー
レ
」

 

８
７
３

－

９
１
０
０
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ニ
ュ
ー
ス

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

講
座・教
室

募　
　
集

試　
　
験

講座・教室
「
い
や
っ
し
～
土
佐
」

教
室
の
ご
案
内

　

い
や
っ
し
～
土
佐
で
は
、
健
康

に
関
す
る
様
々
な
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
や
仲
間

づ
く
り
に
、
教
室
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

◇
対
象
者

　

医
師
な
ど
か
ら
運
動
の
中
止
又

は
制
限
を
受
け
て
い
な
い
18
歳
以

上
の
方

◇
申
込
方
法

　

各
教
室
、
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
「
い
や
っ
し
～
土

佐
」
の
受
付
に
受
講
料
金
と
一
緒

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
大
人
の
水
泳
教
室
】（
１
時
間
）

▼
定
員　

30
名

▼
開
催
期
間

　

12
月
３
日
～
１
月
28
日

　
（
毎
週
火
曜
日
／
全
６
回
）

※
12
月
24
日（
火
）、
12
月
31
日

（
火
）、
１
月
14
日（
火
）は
、

開
催
し
ま
せ
ん
。

▼
実
施
時
間　

10
時
30
分
～

※
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

▼
講
師　

西
原　

香
理
氏

　
　
　
　

久
保　
　

睦
氏

（
水
泳
指
導
員
）

▼
参
加
料　

４
，
２
０
０
円

【Let's

水
中
運
動
教
室
】 （
１
時
間
）

○
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

▼
定
員　

35
名

▼
開
催
期
間　

　

１
月
８
日
～
３
月
26
日

　
（
毎
週
水
曜
日
／
全
12 

回
）

▼
実
施
時
間　

10
時
30
分
～

※
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

▼
講
師　

池
澤　

康
輔
氏

 

（
健
康
運
動
指
導
士
）

▼
参
加
料　

４
，
８
０
０
円

○
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
コ
ー
ス

▼
定
員　

35
名

▼
開
催
期
間

　

１
月
９
日
～
３
月
27
日

　
（
毎
週
木
曜
日
／
全
12 
回
）

▼
実
施
時
間　

10
時
30
分
～

※
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

▼
講
師　

藤
澤　

佳
伸
氏

（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
参
加
料　

４
，
８
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

い
や
っ
し
～
土
佐

 

８
５
２

－

７
６
１
８

試　験

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　

今
年
度
も
、
冬
期
狩
猟
免
許
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な
ど
の
鳥
獣
害

に
お
困
り
の
農
林
業
従
事
者
の
皆

さ
ん
の
受
験
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
県
鳥
獣
対
策
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
料

・
初
心
者　
　
　

 

５
，
２
０
０
円

・
一
部
免
除
者 　

３
，
９
０
０
円

▼
申
請
書
配
布
場
所

　

県
鳥
獣
対
策
課
、
い
の
地
区
猟

友
会
（
い
の
町
３
０
３
６
）

▼
申
請
場
所

　

い
の
地
区
猟
友
会

 

８
９
２

－

１
４
８
２

▼
申
請
方
法

　

申
請
期
間
中
に
持
参
又
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　

高
知
県
猟
友
会
が
実
施
す
る
講

習
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■ 日時及び会場
◎12月15日（日）9：30～
　JA高知はた 農協会館
　（四万十市右山五月町）
◎１月12日（日）9：30～
　高知県立大学池キャン

パス（高知市池2751-1）

受 講 料　7,000円

講習内容　第一種銃猟
　　　　　第二種銃猟
　　　　　わな猟

■
問
い
合
わ
せ

　

県
鳥
獣
対
策
課

 

８
２
３

－

９
０
４
２

狩
猟
免
許
取
得
補
助
に
つ
い
て

　

近
年
増
加
し
て
い
る
鳥
獣
に
よ

る
農
林
水
産
物
へ
の
被
害
対
策
と

し
て
、
農
林
水
産
業
従
事
者
な
ど

が
、
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た
め

に
必
要
な
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る

際
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

（
１
）
町
内
に
住
所
を
有
し
、
農

林
水
産
業
な
ど
に
従
事
す
る
者

（
２
）
免
許
取
得
後
は
町
内
の
い

ず
れ
か
の
猟
友
会
に
入
会
し
、

町
内
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事

す
る
こ
と
が
で
き
る
者

■
申
請
及
び
問
い
合
わ
せ

　

産
業
経
済
課　

 

８
９
３

－

１
１
１
５

　

吾
北
総
合
支
所
産
業
課

 

８
６
７

－

２
３
１
３

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

 

８
６
９

－

２
１
１
５

募　集

放
送
大
学

　

４
月
入
学
生
募
集
中

　

高
知
で
も
７
０
０
名
を
超
え
る

仲
間
が
生
涯
学
習
実
践
中
の
放
送

大
学
は
、
入
学
試
験
な
し
で
15
歳

以
上
か
ら
入
学
で
き
ま
す
。

　

自
身
の
学
習
目
標
に
応
じ
て
自

ら
学
習
計
画
を
立
て
、
１
科
目
か

ら
学
べ
ま
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で

じ
っ
く
り
学
問
を
し
た
い
方
、
や

り
残
し
た
勉
強
を
一
か
ら
や
り
直

し
た
い
方
な
ど
、
こ
の
機
会
に
あ

な
た
も
放
送
大
学
に
入
学
し
ま
せ

ん
か
。

　

４
月
入
学
生
の
出
願
期
間
は
２

月
28
日（
金
）ま
で
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

 

８
４
３

－

４
８
６
４

日　　　時 会　　　場 試験を行う 
免許の種類 申請期間

①
12月21日（土）
　10：00～ 中村地区建設協同組合会館

（四万十市右山元町
３丁目３-26）

第一種銃猟
第二種銃猟 12月８日（日）

　～10日（火）
②

12月22日（日）
　10：00～

わな猟

③
１月18日（土）
　10：00～ 高知県立大学

池キャンパス
（高知市池2751-1）

第一種銃猟
第二種銃猟 １月５日（日）

　～７日（火）
④

１月19日（日）
　10：00～

わな猟
網猟
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いの警察署からのお知らせ 	いの警察署　 	893ー1234

12月10日から16日までは
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

「ひったくりなどの街頭犯罪及び窃盗などの重要犯罪にご用心!!」

年末年始の交通事故を防ごう

〈北朝鮮人権侵害問題啓発週間とは〉
　平成18年6月に「拉致問題そのほか北朝鮮当局に
よる人権侵害問題への対処に関する法律」が施行さ
れ、毎年12月10日から16日までを「北朝鮮人権
侵害問題啓発週間」にすることとされました。
　拉致問題を始めとする北朝鮮当局による人権侵害
問題は、国際社会を挙げて取り組むべき課題とされ
ています。この問題を解決のためには、関心と認識
を深めていくことが大切です。

〈情報提供をお願いします〉
　現在、県警では、拉致の可能性を排除できない行
方不明者の方々に関する情報を高知県警察ホーム
ページに掲載し、広く情報提供を求めています。
　ホームページをご覧になられてお心当たりのある
方は、どんな小さなことでも構いませんので、下記
まで情報をお寄せください。

○高齢ドライバーの方へ
　高知県内では、高齢ドライバーによる常時ライト
点灯運動を行っています。これは、高齢ドライバー
の方が昼間にライトを常時点灯することによって、
ご自身の交通安全意識を向上させるとともに、ほか
のドライバーの注意を喚起して、交通事故を未然に
防止しようとするものです。

　高齢ドライバーの皆さん
ご協力をよろしくお願いします。

○歩行者の方へ
　早朝や夕方、夜間の外出時には、明るい色の服装
に心がけ、反射材を身に付けて、運転者から見えや
すくしましょう。

○年末は、現金を持ち歩く機会が多くなり、いつ、どこ
で犯罪の被害に遭うか分かりません。

　「ひったくり」や「すり」などの被害に遭わないために、
次のことに注意しましょう。

＊少し遠回りになっても、明るい人通りの多い道を選ぶ。
＊買い物かごや自転車の荷かごに、財布やバッグなどを置
いたり、入れたりせず、財布や貴重品は必ず身に付ける。

＊荷かごにかぶせる防犯ネットやひったくり防止カバー
を活用する。

＊速度が遅いなど、不審なバイクや自転車には警戒する。

＊「すり」は、イベント会場、大型の量販店などの混雑す
る場所で発生していることから、持っているバッグや
自分の周りの人にも気を配る。

○被害に遭った場合には、次のように対応してください。
＊一番大切なのは、自分の身を守ることであり、無理は
絶対にしない。

＊できるだけ犯人の特徴、バイクなどのナンバーや色、
逃走方法を確認して110番通報する。
　特に、バイクのナンバーは有力な手掛かりになります。

連絡先　高知県警察本部警備部警備第一課　外事情報室
　　　　  ８２６－０１１０（代表）
　　　　※休日・夜間は、高知県警察本部総合当直

　年末年始は、飲酒の機会が多くなることや、帰省などによる交通量の増加などが
原因で重大事故が多発する傾向にあります。
　県民一人ひとりが交通安全意識を高め、交通ルールの遵守と正しい交通マナーを
実践して、交通事故を起こさないようにしましょう。

◆  平成26年度 高知県公立学校臨時教員募集のお知らせ ◆
職　　種 常勤講師（期限附講師）・非常勤講師（時間講師）

職務内容 ○常勤講師：公立小・中学校、県立学校の産休・育休・病休などの補充教員として勤務します。
○非常勤講師：小・中学校の教科、高等学校の教科・科目の授業時間だけ勤務します。

雇用期間 ○常勤講師：産休・育休・病休等の補充の期間（最長約１年間）
○非常勤講師：最長約１年間、週当たり数時間から10数時間

資　　格 採用時において有効な教員免許状（臨時免許状を含む）を有する者

待　　遇
公立学校職員の給与に関する条例に準じて支給します。
○常勤講師の場合＝大学新卒（22歳）で基本給約20万円、そのほか通勤手当、期末手当、勤勉手当など諸手当あり
○非常勤講師の場合＝時給約3,000円

願書・募集
要項の配布
場所　　　

　高知県教育委員会事務局　教職員・福利課、東部教育事務所・中部教育事務所・西部教育事務所、高知県東京事務
所・大阪事務所・名古屋事務所及び市町村（学校組合）教育委員会事務局 
　なお、高知県教育委員会事務局　教職員・福利課の下記のホームページから、志願書などの応募書類の様式をダウン
ロードすることもできます。　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310601/

応募方法 　募集要項の「応募の手続」に従って、志願書、志願者調査表及び申告書などを、高知県教育委員会事務局　教職員・
福利課に提出してください。※小中学校講師と県立学校講師を併願できます。

提出期間 平成26年度４月初旬の採用を希望される場合は、2月21日（金）までに出願してください。
なお、年度途中の採用については、2月21日（金）以降においても出願を受け付けます。

問い合わせ 高知県教育委員会事務局　教職員・福利課　人事企画担当（越野・森田）
住所：〒780－0850　　高知市丸ノ内1－7－52　  ８２１－４９０３　　
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いの町史編さん室だより（No.16）いの町史編さん室だより（No.16）
　広報７月号に、いの町史「未来へのメッセージ」の応募用紙を挟み込んでいましたが応募いただけましたで
しょうか？　当初は締切日を９月30日としていましたが、より多くの皆さんにメッセージをいただきたく、締切
日を来年の１月10日（金）まで延長しました。ご家族、ご友人にお声がけいただき、ふるって応募ください。寄せら
れたメッセージはお名前と共に半永久的に町史に残ります。また投函箱は、本庁（１階ロビー）・枝川出張所・八田
出張所・吾北総合支所・本川総合支所・すこやかセンター伊野・吾北中央公民館・本川プラチナ交流センター・天
王コミュニティーセンターのほか、いの町立図書館・いの町観光協会・ぐりぐらひろばにも設置しています。なお
応募用紙が必要な方は社会教育課（ ８９３－２０１２）までご連絡ください。

ちょっと食の話 編さん委員　中島美恵子　「郷土料理」

　私たちの生活は、昭和中ごろの高度経済成長により大きく変わりました。食生活の欧米化や外食産業の発達・氾濫により、
塩分・糖分・脂肪の取り過ぎによる弊害が生じています。高年齢の方々の元気の源は何なのか。医療の進歩もありますが、永年
培ってきた食生活にありはしないだろうかと痛感しています。今一度、食生活を見直し、安全・安心を守り、地産地消の生活も
必要ではないでしょうか。
　いの町は平野部から山間部まで広域であり、食生活にも多少の違いがあるように思います。平野部では量販店や外食産業が
すぐ側にあり家事を省力した家庭も多く見られます。山間部では、地元の豊かな食材をうまく活用し、生で食べたり加工技術
が向上した保存食品で調理したりしたものが食卓に上がっています。
　昔から受け継がれてきた料理にはどのようなものがあるのか興味が
あり、機会があればと思っていた折、先日吾北流農家レストランが開催
されたので行ってきました。そこでは、伝えられてきたふるさとの味を
継承したもの、また、あるものはそれを現代風にアレンジされたものな
ど料理数の多さや工夫に目を見張る品々が並び感心しました。
　普段食べたり目にしたりする田舎ずしや山菜おこわなどもありました
が、地域の特産品「こんにゃく」を使った品々には驚きの連続でした。
いなり寿司風に、みそヌタとの組み合わせが美味しかった「こんにゃ
くの刺身」、特にびっくりしたのは「こんにゃくの唐揚げ」です。また「椎茸の寒天寄せ」や、焼かない肉厚の「椎茸のたたき」、
「おそめ（干したけのこの商品名）の春巻き」、ゆで卵を干し柿で包み揚げた「柿巻き卵」、柔らかい「りゅうきゅうとみょうが
の酢の物」。デザートの「むしまんじゅう」は昔なつかしいニッケイの葉で包み、香りをいつでも楽しむことができました。

　その中でも特に感心したものは、もちきび粉と小麦粉少々でできた薄紫色の団子が入ったすまし汁です。「もちっ」とした食感
で非常においしかったです。品数が多いので、それぞれ少しずついただきましたが、満腹を超え腹十五分目となりその日の夕食
は食べられなかったほどです。
　いの町には食生活改善グループが地域ごとにあります。代々伝えられてきた郷土料理を伝承料理として次世代へとつなげて
いくことや、食生活の乱れを改めることなどに力を注いでいます。また、冊子を作ったり、毎年、県農業改良普及所主催で高知
県全域の伝承料理発表の場へも出品したりしています。地域住民との交流では年数回の農家レストランや料理講習会を開催
し、ふるさとの味を広げています。吾北地域ごとのグループでは創意・工夫に努め、研究料理の発表の場として年始めに「おば
ちゃん達の郷土料理」新年の集いとして伝承料理及び新作料理を食べる会を開催しています。四季折々の食材での
料理はまだまだ数多くあり、最近ではおふくろの味を求める若者も増えています。どうぞ次世代へ安全・安心な食生
活がつなげられるようご苦労はあろうと思われますが、頑張ってご指導をお願いします。

問い合わせ・連絡先 社会教育課　町史編さん室（内線31）
 893－ 2012	　		  893－ 2013

いろんな情報
をお待ちして
います。

柿巻き卵 むしまんじゅう もちきび粉だんごとりゅうきゅうのすまし汁
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南っ子ミュニティでは学校と連携して「避難経路」を作り、「伊野南花公園」を整備。あるときは地域の
皆さんが学校を、あるときは学校が地域を応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。
地域、学校がWIN＆WINの楽しい活気のある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して�
◎運動会『地域種目』への参加ありがとうございました
　今年もたくさんの地域の方や卒業生に参加していただき、ひもつなぎと水くみリレーの 2 種目で盛り上がり
ました。子どもたちも見知った方々の奮闘に興奮し、大声で声援を送っていました。

◎「放課後体験教室」やっています
　伊野南小学校の空き教室では、地域の活性化を目指し、放課後などに地域の方と子どもたち、そして異年齢
の子どもたち同士との交流の場として「放課後体験教室」を開設しています。講師の方々も、町内の方ばかり
です。子どもたちと地域の方々との触れ合いもとても微笑ましいです。参加者も徐々に増えつつありますが、
大人の方の参加が少ないので、是非一度ご参加ください。見学も大歓迎です。

●12月の体験教室（予定）　　　参加費　無料　（フラワーアレンジメントは要材料費）
月／日 曜日 時　　間 教　　　室 講　師 場　　所

１２月  ２日 月 15：30 ～ 16：30 三味線 田村　花枝 中舎・和室

１２月１１日 水 15：00 ～ 16：30 折り紙 吉良　　文 北舎・図工室

１２月１５日 日 9：30 ～ 12：00 フラワーアレンジメント 岡本　雅子 中舎・家庭科室

１２月１８日 水 15：00 ～ 16：15 ヨガ 味元季代恵 北舎コミュニティＲ
■ 問い合わせ　伊野南小学校　  892－1121　担当　大嶋、大西

「広報いの」に掲載する有料広告を募集しています。
■広告の掲載内容／社会的に信用度の高い情報であ

り、法令などに違反又はそのおそれがないもの、そ
のほか、「いの町有料広告掲載に関する要綱」によ
ります。

■申込方法／所定の申込書に広告案（紙、データ）な
どを添付し、掲載を希望する月の２か月前までにお

申し込みください。
■広告の規格／縦4.7ｃｍ×横17.3ｃｍ（1/5段）
■広告掲載料／３か月：30,000円、６か月：60,000円、
１２か月：120,000円
（掲載は、３か月・６か月・１２か月連続とする。）
■申込・問い合わせ／総務課　  893－1113
　 ：soumu@town.ino.kochi.jp

「広報いの」有料広告募集中

おわび　広報11月号に掲載のいの町の人口で、前年同月末の世帯数は、11,012世帯の間違いでした。おわびして訂正します。
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　このコーナーでは、各園・学校の取組や様子をお知らせし、地域の学校としての情報発信をして
います。地域の皆さんには、様々な取組にご理解とご協力をいただいておりますが、今後とも地域
ぐるみで子どもの健全育成に関わってくださいますよう、よろしくお願いします。

　川内小学校では、地球温暖化防止の取組として高知県が主催する
「CO2CO2削減コンテスト」に３年前から参加しています。この間、
電気使用量の大幅な削減ができ、優秀賞や優良賞をいただきました。
本年度も、児童会の企画委員会を中心に全校で電気や水道の使用量
を減らすための取組を行うことになりました。そして、その一つとし
て、10月８日に「コツコツウォークラリー」をしました。
　これは、全校が縦割り班に分かれ８つの部屋を回り、環境に関するクイズに答えていくというものでした。
どの班も６年生がリーダーになり難問に挑戦しました。答えを考えながら、生活の中で削減のために工夫で
きることや環境を守ることの大切さを学んでいきました。

川 内 小 学
みんなでコツコツラリーをしたよ

校

古新聞は約何日分でトイレットペー
パー１個分になるかを考えています。

３年間の電気使用量の平均値を計算
しています。

夏、学校で一番電気を多く使うもの
は何かを考えています。

夏の一日のなかで、何時ごろが一番
電気を多く使うかを考えています。

いの町新町20－1
TEL（088）893－5161
■日帰り白内障手術
■ＯＣＴ（光干渉断層計）

院長　山　岡　昭　宏13:00
まで

　今日、コツコツウォークラリーがありました。いろいろなクイズがありました。「夏の家の中で一番電気代

が多いのは？」という問題では、私が「エアコン」というと見事大当たりでした。うれしかったです。これから

は、家でも学校でもエアコンの温度を１度あげて２５℃から２６℃にして節約したいです。

児童の感想
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伊 野 南 中 学 校

　9月16日、雨天のため一日順延となった運動会が開催されました。「獅子奮迅」をテーマに、24の競技に
奮闘しました。開会式の行進やソーラン、応援合戦では、団長を中心に行ってきた練習の成果を存分に発
揮してくれました。保護者・地域の方々の協力・観戦のもと、今年もすばらしい、感動的な運動会になりまし
た。

　10月20日の文化発表会は雨天の実施となり、ご来校の皆さん
には駐車場などご不便をおかけしましたが、たくさんの保護者・
地域の皆さんにご参加いただき、大成功の発表会となりました。
弁論大会では、6名の代表者が家族への思い、自分自身の進路に
向けた決意、部活動などの学校生活で共に生活してきた友への思
いなどを語り、周囲の人たちへの感謝と厚い連帯の気持ちが伝
わり、涙を流しながら聴いてくれた方もいらっしゃいました。合唱
コンクールでは、それぞれのクラスがすばらしいハーモニーを響
かせました。最優秀賞の3年生は、「さすが」と周囲を納得させる
ものでした。2年生の影絵は新しい取組で、観衆にどよめきがで
るほどのインパクトがありました。3年生の共同制作（書によるパ
フォーマンス）は、1年生の時から継続してきたもので、将来への
夢や決意が綴られました。また、国際交流部や美術部、教科の展
示作品は工夫され、1年生の映像によるパラパラ動画は作成の苦
労がにじむものでした。午後からの吹奏楽部のオータムコンサー
トでは、美術部による映像や3年生の歌やダンス、教員の歌やリ
コーダーとのコラボが絶妙で、笑いあり、涙ありの3年生引退コン
サートとなりました。

～第19回運動会・第18回文化発表会～
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図書館に入っている雑誌を紹介します

読み聞かせ勉強会
12月6日（金）	10：00～11：00
☆	今月は第１金曜日	☆

◆図書館バスの運行について◆
（吾北・本川・天王地区）

主な巡回場所

問い合わせ

火曜日…吾北地区　　水曜日…天王地区
木曜日…本川地区

※週によって巡回場所・時間が若干違ってきますので、
　お手数をお掛けしますがご連絡の上、ご利用ください。

 ８５０－４３６０

本　館 枝川分室
住　　所 いの町元町41番地 いの町枝川2462番地
開館時間 9：30～18：00

1 2 月 の
休 館 日

月曜日、28日（館内整理日）
年末年始

（12/28～1/3）

月・水・金・日曜日
年末年始

（12/29～1/3）
電話番号  850－4360  850－4350

◆ 年末年始の休刊日のご案内
　本館は28日（館内整理日）から１月３日まで、

枝川分室は29日から1月3日までお休みです。

＊くつしたのあな＊

12月21日（土）　１４：３０～１５：００
☆	毎月第3土曜日	☆

～幼児から小学生のための
ストーリーテリングと読みきかせの時間～

＊講演会のお知らせ＊

日時：12月15日（日）14：00～
　　	＊予約不要
会場：いの町立図書館2階多目的ホール
演題：「日本文化出前授業ｉｎタンザニア」

　今夏、タンザニアへ訪問し文化交流に努められた乙女姉
やん隊（代表山本眞壽氏）の皆さんが講師として、タンザニ
アの風俗や文化、奴隷制度の歴史などについて講演します。

12月14日（土）	９：30～
図書館で保存できない本や、保存年限を過ぎた雑誌や
本などを皆さんに差し上げます。（お一人5冊まで）
予約や返却は受け付けていません。ご了承ください。

＊雑誌開放のお知らせ＊

たくさんの作家や世界の絵本を
展示しています。
是非親子でご来館ください。

♪高知コンサートグループ
シリーズコンサート第３7回♪

12月1日（日）　15：00～15：30
☆今月は第1日曜日

♪プログラム♪
故郷／見上げてごらん夜の星を／
紅葉／五十鈴川　ほか

≪演奏者≫ 松居　孝行 氏

♪ 二胡の演奏です ♪

◆ 貸出期間が長期になる場合があります。
◆返却については、ブックポスト（本館は正面玄関・

枝川分室は入口）をご利用ください。本館・枝川分
室どちらでも返却できます。

◆ 図書館ホームページ
　　http://inolib.town.ino.kochi.jp/

（図書の検索・Web予約※ができます。）
※Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口で

のパスワード申請が必要です。
※サーバメンテナンス作業のため、毎朝4：00～4：30

までホームページの閲覧、ＷＥＢ予約ができません。
ご了承ください。

図書館では書籍だけではなく、雑誌も貸出しができます。（最新号は閲覧のみ）

本　　館
ミセス／ＬＥＥ／ＳＴＯＲＹ／ｎｏｎ・ｎｏ／ＣＲＥＡ／天然生活／ＮＨＫ趣味の園芸・きょうの料理・きょう
の健康・すてきにハンドメイド・きょうの料理ビギナーズ／山と渓谷／サライ／ESSE／オレンジページ／
クロワッサン／日経ＷＯＭＡＮ／Ｓｐｏｒｔｓ　Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｎｕｍｂｅｒ／プレジデント／Ｎｅｗｔｏｎ／
オール讀物／文藝春秋　ほか

枝川分室 ＭＯＲＥ／ゆうゆう／レタスクラブ／２５ａｎｓ（ヴァンサンカン）

12月17日（火）10：30から1時間程度

～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～
【０～３歳児・保護者対象】

　今月はハンドベル演奏とおかあさん同士の交流を
深める時間を設けています。

☆	毎月第3火曜日	☆

クリスマス企画

＊クリスマス絵本の
展示について＊
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ぐりぐらひろば（いの町子育て支援センター）からのお知らせ
　出産や子育てに不安を感じたり子育て情報や友達を求めたりしている妊婦さんやパパ、ママ、
小さいお孫さんと日々奮闘していらっしゃるおじいちゃんやおばあちゃん。
　親子で集う遊びと語らいの広場“ぐりぐらひろば”へ遊びに来てみませんか！

　１０月にぐりぐらひろばの講演会、１１月には保護者会主催による初めての講演会が開催されました。保護
者会いちごサークルでは、お母さんたちが折り紙でバラの花を折ったり、楽しみながら看板を作ったりして、
　１月開催予定のママパパフェスティバルに向けて準備を進めています。
　『身に付けた資格やスキルをいかしたい』『子育て中だからこその思いを発信してみたい』『助け合い、協力
し合って何かを成し遂げよう♪』こうした保護者の思いが地域を支え、これからの生き生きした“いの町”を創
る原動力になるのではないでしょうか。
　保護者の皆さん、子育てを楽しみながら自己発揮してみませんか！？

☆申込・問い合わせ　　ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　  892－3151

＊なお、町内各保育園・幼稚園や公民館、吾北・本川各総合支所及び教育事務所に掲示し、図書館やほけん福祉課、町民課、枝川及び八田コミュニティ
センター、町内各量販店（サンプラザ新鮮館天王・サンシャインラヴィーナ・サニーマート伊野・サニーアクシスいの）、あったかふれあいセンター、
暮らしのかけ橋交流館なないろに設置しているぐりぐらつうしんや

　ぐりぐらひろばＨＰもご覧ください。 いの町ＨＰ 子育て情報 ぐりぐらひろばＨＰ⇨⇨

【12月の内容】
 4日（水）　マタニティヨガ・胎児の心音聴音
 11日（水）　小児科医のミニ講話・個別相談
 18日（水）　ママとベビーのためのお話・ベビーマッサージ
 25日（水）　大人のための読み聞かせ

【1月初旬の内容】
 8日（水）　ベビー＆ママヨガ・母乳相談
 　　　　　　 ♥乳幼児用おやつ試食

※妊婦さんと０歳児の親子対象
※毎週水曜日13:30～15:00　※予約不要
※個別相談のみ事前にお申し込みください。
※子どもをサポートする支援員さんもいます♪
　お誘い合わせの上、お気軽にお越しください。

なないろはぁと事業

※現地集合、現地解散です。
※自家用車でお越しの方は、すこやかセンター伊野の駐車場をご利用

ください。自転車の方は、園の先生のご指導により駐輪願います。
※日除け帽子を着用し、水分補給のためのお茶（水筒）をご持参くだ

さい。親子ともに汚れても構わない服装と履物でお越しください。
※乳児とご兄弟を一緒にお連れの方は、ベビーカーやおんぶひもをご

用意いただき、臨機応変に対応できるようご配慮をお願いします。

☆各保育園や幼稚園に出向き、遊んだり交流したりする
“てくてくひろば”へのお誘い

てくてくひろば

12月16日（月）　天神保育園　9：30～10：30
♪園のお友達といっしょに遊ぼう♪

申込締切日：12月12日（木）

＊ 保護者会いちごサークル活動 ＊
ホッとＭａＭａ井上真由美さんのミニコンサート
日　　時　12月10日（火）10:00～11:00
場　　所　ぐりぐらひろば
受付期間　１２月６日（金）

＊講師の先生は、県下各地で『０歳からの音楽コンサート』を主
催されています。今回はぐりぐらひろばで、小規模のミニコン
サートを開いてくださいます。

＊親子やご家族で一緒に音やリズムや楽しさを味わっていただけ
ればと思います。

＊ 年末大掃除へのご協力のお願い ＊
　日　時　１２月２０日（金）　９：３０～１１：００
　保護者やご家族（パパやおじいちゃんおばあちゃんも大歓迎）、地
域の有志の皆さんのお力添えをお願いします。
　雑巾やリビング用洗剤、ガラス窓用水切り、遊具拭き用古ハンカ
チ、ゴム手袋や長靴、埃除けマスクや棒ずりなど、ご家庭にあるお構
いない道具や用具をお持ちください。

☆ひろばでの遊びや生活の様子、各行事などについて、詳しくはHPでご紹介しています。☆

12月行事予定

１月初旬行事予定

★ホッとママ講座
★

学び合い、思いを

分かち合うひとと
き♥

★家族ぐるみの講演会
★

安心して子どもを預け

受講に専念するご家族
の皆さん♥

★ボクササイズ★
思いきりパンチ！ストレスを発散しよう♪

★あそびのひろば★
身近な物を使って　　　　　　親子で楽しもう♪

【保護者会いちごサークル活動】
10日（火）　ホッとMaMa井上さんのミニコンサート
１2日（木）　ボクササイズ
１9日（木）　クリスマス会
【子育て座談会⑤】
		６日（金）　小児科医を囲んで座談会
【お楽しみ会】
		3日（火）　簡単クリスマスグッズ作り
１3日（金）　絵本読み聞かせ・親子ふれあい遊び
【てくてくひろば】	
１6日（月）　天神保育園
【ボランティア活動】
20日（金）　年末大掃除
【年末年始のお休み】
１２月２７日（金）～１月５日（日）

【お楽しみ会】
		６日（月）　新年度開所
１0日（金）　絵本読み聞かせ・親子ふれあい遊び

＊行事への参加をご希望の方は、事前にお申し込みください。
＊ご都合によりキャンセルされる方は、必ずご連絡をお願いします。
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院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析

友
草　

水
月 

選

「
当
季
雑
詠
」

す
れ
違
い
又
す
れ
違
う
赤
と
ん
ぼ　

岡
本
と
も
子

（
評
）秋
を
代
表
す
る
赤
と
ん
ぼ
数
10
匹
が
右
か

ら
左
か
ら
交
錯
す
る
よ
う
に
乱
舞
す
る
光
景
、と

ん
ぼ
の
習
性
を
良
く
捉
え
た
句
で
あ
る
。特
に
す

れ
違
い
又
す
れ
違
う
と
重
ね
た
表
現
が
す
ば
ら
し

い
。作
者
の
感
性
は
い
つ
も
鋭
く
高
点
句
が
多
い
。

昨
今
群
れ
て
飛
ぶ
と
ん
ぼ
が
少
な
く
な
っ
た
。農

薬
か
温
暖
化
の
た
め
か
残
念
で
あ
る
。

◦
整
然
と
乱
れ
田
毎
の
秋
あ
か
ね

原　
　

玲
子

ふ
と
見
れ
ば
ど
こ
か
母
似
の
案
山
子
か
な

小
野
川
町
子

（
評
）田
ん
ぼ
に
立
っ
て
い
る
案
山
子
を
見
つ
け
た
。

ふ
と
見
る
と
母
に
似
て
い
る
。顔
、そ
れ
と
も
立
姿
、

格
好
、何
と
な
く
ど
こ
と
は
言
え
な
い
が
似
て
い
る

の
で
あ
る
。年
を
取
っ
て
も
母
の
顔
や
姿
を
思
い
出

し
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。か
つ
て
は
案
山
子
は
田
舎

の
風
物
詩
で
あ
っ
た
が
、今
は
殆ほ

と
ん

ど
そ
の
姿
を
消

し
た
。

◦
立
て
て
す
ぐ
案
山
子
田
夫
の
貌か
お

な
せ
り

清
水　

衣
子

行
く
秋
や
妻
に
し
た
が
う
何
や
か
や松

尾
満
津
夫

（
評
）何
も
か
も
妻
の
言
う
と
お
り
に
す
る
。思
い

が
違
っ
て
も
言
え
な
い
言
わ
な
い
婦
唱
夫
随
で

あ
る
。夫
婦
と
な
っ
て
50
年
60
年
と
な
る
と
女
性

は
強
く
な
り
テ
コ
で
も
動
か
な
い
。今
さ
ら
我
を

張
っ
て
も
も
う
遅
い
。弱
み
は
全
部
握
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、夫
婦
円
満
、家
庭
円
満
の
骨こ

つ

で
も

あ
り
、夫
た
る
も
の
の
器
量
で
あ
る
。さ
て
皆
さ
ん

は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

◦
行
く
秋
の
鐘
つ
き
料
を
取
り
に
来
る正

岡　

子
規

介
護
し
て
さ
れ
て
夫
婦
の
秋
深
む

竹
崎
た
か
ひ
ろ

（
評
）元
気
だ
っ
た
夫
婦
も
高
齢
と
な
り
、心
身
共

に
い
ろ
い
ろ
と
故
障
が
出
て
く
る
。日
本
で
は
や

が
て
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
る
。入
院
や
介

護
施
設
に
入
所
す
る
独
居
老
人
も
増
加
し
て
い

る
。幸
い
夫
婦
が
揃
い
家
庭
で
妻
が
夫
を
、夫
が

妻
を
と
お
互
い
に
い
た
わ
り
な
が
ら
世
話
が
で
き

る
生
活
は
最
高
で
あ
る
。現
在
日
本
高
齢
化
社
会

の
縮
図
で
も
あ
る
。

◦
秋
深
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ

松
尾　

芭
蕉

　　二
句
抄

生
も
死
も
神
の
手
の
中
曼
珠
沙
華	

間　
　

浩
太

空う
つ

蝉
と
な
り
て
地
蔵
に
縋す

が

り
を
り

栗
拾
ひ
田
舎
育
ち
の
手
際
良
さ	

岡
村　

嘉
夫

時
合
わ
せ
燃
え
て
消
え
し
曼
珠
沙
華

秋
桜
色
無
き
風
の
子
守
唄	

大
川　

節
弥

水み

脈お

引
き
て
名
月
光か

げ

を
崩
し
け
り

秋
蝶
の
も
つ
る
狭さ

庭
の
立
ち
話	

片
岡　

包
女

人
逝
き
て
人
を
泣
か
し
む
る
ほ
と
と
ぎ
す

御
詠
歌
に
平
和
を
託
す
秋
遍
路	
森
岡　

照
月

老
い
の
身
の
背せ

丈た
け

を
比
べ
秋
ざ
く
ら

願
い
事
云
え
ぬ
一
瞬
流
れ
星	

津
田　

久
美

路
地
曲
る
砥
ぎ
屋
の
車
秋
暑
し

大
根
蒔
く
自
分
流
だ
と
夫
に
云
ふ	

濵
田
美
智
子

昭
和
史
の
露
と
消
え
ま
じ
文
字
幾
多

萩
刈
る
や
思
わ
ぬ
重
さ
長
さ
か
な	

井
上　

郁
子

十
月
や
赤
が
好
き
と
や
旅
鞄

秋
風
や
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
消
費
税	

川
村　

博
子

稲
の
秋
無
情
の
雨
の
叩
く
音

秋
あ
か
ね
棚
田
の
空
の
青
さ
か
な	

竹
崎　

光
子

稲は

架ぎ

掛
け
を
阿あ

吽う
ん

に
小
田
の
老
夫
婦

さ
ゆ
ら
ぎ
は
命
の
吐
息
吾
亦
紅	

伊
藤　

萩
甫

消
し
ゴ
ム
の
使
え
ぬ
汚
点
天
高
し

手
土
産
の
ご
ろ
ん
と
重
き
梨
こ
ろ
ぶ	

山
勢
憲
一
郎

白
雪
の
富
士
連
山
を
睥へ

い
げ
い睨
す	

松
尾
満
津
人

初
恋
の
ペ
ー
ジ
を
捲め

く

る
銀
木
犀	

竹
崎
た
か
ひ
ろ

コ
ス
モ
ス
の
花
の
数
だ
け
風
が
吹
く	

岡
本
と
も
子

壮
快
に
目
覚
む
る
今
朝
の
秋
と
な
る	

小
野
川
町
子

息
を
つ
ぎ
昇
る
急
坂
こ
ぼ
れ
萩	

友
草　

水
月

読
み
返
す
吉
の
お
神
籤
秋
高
し

　
　

名　

句　

鑑　

賞 

水
月　

荒
海
や
佐
渡
に
横
た
う
天
の
河 

松
尾　

芭
蕉

　
「
奥
の
細
道
」の
旅
の
途
中
、元
禄
２
年（
１
６
８
９
）

7
月
4
日
の
夜
出
雲
崎
直
江
津
の
句
座
で
発
表
さ
れ

た
句
と
い
わ
れ
る
。単
な
る
写
生
句
で
は
な
い
。日
本
海

の
荒
海
の
向
こ
う
に
佐
渡
島
が
見
え
、夜
の
天
空
に
は

本
土
よ
り
島
ま
で
天
の
河
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。天
と

地
と
人
の
壮
大
な
句
で
あ
る
。天
は
天
の
河
、地
は
荒

海
、人
は
佐
渡
で
あ
る
。佐
渡
は
遠お

ん

流る

の
島
日
本
の
歴

史
、人
の
営
み
を
背
負
っ
て
い
る
。芭
蕉
が
日
本
海
、佐

渡
を
望
む
地
で「
荒
海
や
」と
詠え

い
た
ん嘆
し
た
時
、彼
の
胸
中

を
去
来
す
る
の
は
、親し

ん
ら
ん鸞
や
貴
人
達
、金
山
で
酷
使
さ

れ
る
流る

人に
ん

達
へ
の
思
い
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

天
の
河
が
切
な
く
美
し
い
の
は
そ
の
人
達
の
頭
上
に

も
輝
く
天
の
河
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

芭
蕉
の
視
線
は
、荒
海
、佐
渡
、天
の
河
と
自
然
空
間

の
視
野
が
大
き
く
、時
空
を
越
え
た
雄ゆ

う
こ
ん渾
な
詠
い
っ
ぷ

り
は
没
後
三
百
年
を
経
っ
た
今
で
も
色
褪あ

せ
る
こ
と
は

な
い
芭
蕉
の
句
の
中
で
も
一
級
作
品
と
い
わ
れ
て
い
る
。

い
の
流
水
俳
壇

次　
　

題　
「
当
季
雑
詠
」
五
句

締
め
切
り　

毎
月
五
日

投
句
先

　

社
会
教
育
課　
　
　

い
の
町
３
５
９
７

 

８
９
３

－

２
０
１
２
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12 月 ・ 1 月 の 催 し 物

○山口マオの世界展
　11月30日（土）～12月23日（月）
　絵本「わにわに」シリーズ（福音館

書店）でおなじみの人気イラストレー
ター山口マオさんの展覧会を開催
します。子どもから大人まで楽しめ
る展覧会です。是非ご家族でお越
しください。

【関連イベント】
　参加ご希望の方は、紙の博物館ま

でお電話でお申し込みください。
●マオさんと大きな「わにわに」を
描こう！

　日時　12月22日（日） 13：30～15：30
　大きな土佐和紙に、みんなで大きな
「わにわに」を描きます。思いっきり
汚れてもいい服装でお越しください。

○第24回手づくり紙芝居コンクール
　優秀作品展
　12月4日（水）～12月15日（日）
　手づくり紙芝居コンクールで入賞し

た優秀作品を展示します。

○第８回高知国際版画トリエンナーレ展
　土佐和紙賞受賞記念特別展示
　岡田育美展
　12月4日（水）～12月23日（月）
　第８回高知国際版画トリエンナーレ

展で土佐和紙賞を受賞した岡田
育美さんの版画作品20数点と第４
回～第７回の土佐和紙賞作品を展
示します。

【関連イベント】
●ギャラリートーク＆

デモンストレーション
　日時　12月15日（日） 13：30～15：30
　展示作品や版画の技法について

の解説の後、数種類の土佐和紙に
版画を刷るデモンストレーションを行
います。

○おかえり「いの」へ・
ようこそ「いの」へ

　１月２日（木）～２月２日（日）
　「いの町和紙ちぎり絵サークル」と
「高知を描く会」が「いの町」を
テーマに描いた作品を展示します。
見なれた町並みや自然の景観をお
楽しみください。

参 者加 募 集
◇第29回土佐和紙書初め大会
　日　時　１月５日（日）
　　　　　午前の部　10：00～12：00
　　　　　午後の部　13：00～15：00
　対　象　中学生以下
　募集人員　各回50名　先着申込順
　持参品　書道用具一式
※清書用紙は支給しますが、お手本

の支給はありません。
申込・問い合わせ
　高知県手すき和紙協同組合
　  ８９２－４１７０

作 募品 集
◇第７回全国土佐和紙はがき絵展
　応募締切　12月23日（月）

ギャラリー・コパ
	893-1200

●開館時間　9:00～17:00

○冬の敷物　モロッコ・トルコ
　オールド絨毯展
　12月4日（水）～12月10日（火）
　高知市、ギャラリー・カフィラの展示

会です。主にモロッコ・トルコ、オリジ
ナルのあたたかい手織りラグ、風格
のあるカーペットなど中近東を中心
とした敷物、約50点を展示販売しま
す。

○古布・着物・リメイク手作り展
　12月14日（土）～12月17日（火）
　高知市、井本さんご夫婦の展示会

です。古布、着物リメイク、大島紬、
久留米絣、世界に一つしかないリ
メイク洋服に生活骨董用品、藍染、
木綿型染、筒描など約250点を展
示販売します。

○初春の市
　１月２日（木）～１月５日（日）
　特選呉服いしはらの展示会です。

初春にふさわしく、伝統工芸の着
物や帯、華やかな和装小物など約
300点を展示販売します。

○新春　和布市
　1月8日（水）～1月12日（日）
　土佐市、浪漫堂の展示会です。人

気和布素材で手作りした、着心地
の良い生活着を中心に、帽子や
バッグ、アクセサリーなど約300点を
展示販売します。

紙の博物館
	893-0886

●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 （但し、祝日は開館し翌日休館）
　販売コーナーは入館無料です。
　お得な年間観覧券があります。
■□年末年始の開館について□■

12月27日（金）～1月1日（水） 休館
1月2日（木）・3日（金） 開館
1月4日（土） 休館
1月5日（日）～ 通常どおり

主催：土佐和紙国際化実行委員会（事務局:いの町紙の博物館内）

第９回作品応募期間：２０１４年４月１日～４月３０日
第９回展覧会：２０１４年１０月１１日～１１月３０日

高知国際版画トリエンナーレ展あれこれ

紙の博物館謹製カレンダー販売開始
　いの町産楮100％の原料で、職人が１枚１枚手漉きした土佐和紙カレンダーが出来上が
りました。今年は、高知版画協会会長徳廣秀光さんの木口木版「月華（地球号）」です。い
の町紙の博物館、ギャラリー・コパ、土佐和紙工芸村体験実習館などで販売しています。
数に限りがありますので、ご希望の方はお早めにお買い求めください。紙の博物館では、
電話によるご注文も承っています。 定価  600円（税込）

　今回は、1990年に開催された第１回展についてご紹介します！
　第１回高知国際版画トリエンナーレ展は、1990年3月17日～4月15
日を会期として「紙の博物館」で開催されました。
◇応募者総数：1,156名 ◇応募作品総数：3,004点　
◇応募国（地域）数：47 ◇入賞作品：10点・入選作品：182点

～第1回大賞作品～
作品名　7219　ウエストハム
作家名　橋本　文良
国　名　日　本
技　法　リトグラフ・
　　　　シルクスクリーン
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ワ ード 入 門 コ ー ス

エクセル入門コース

インターネット活用コース

パソコン個別相談室

パソコン入門コース
パソコン入門コースは、初めてパソコンを
触る方や、以前使っていたけど、もう一度基
礎から学習したい方向けの講座です。マウ
ス操作の基本・キーボード入力の基本を
中心にパソコンの基礎を学習します。

ワード2010入門コースは、文書作成ソフ
トであるワードソフトの基礎を学習します。
表現力のある文章や表の入った文章、図を
入れた文章などの作成をします。

エクセル2010入門コースは、表計算ソフ
トであるエクセルソフトの基礎を学習しま
す。エクセルでの文字や数字の入力やグラ
フ作成、計算方法の基礎を学習します。

インターネット活用コースは、初めてイン
ターネットに挑戦してみようとされる方から
便利なページを紹介し活用方法まで行い
ます。

Windows操作・印刷からワード・エクセル
活用・インターネットとメールなどの相談室
です。（VBAなどの言語関係・CAD（図面
ソフト）は除く。）そのほかの内容について
は、予約のときに相談内容をお願いします。

申込方法
伊野公民館窓口へ直接又はお電話で！　いの町3597　社会教育課（伊野公民館）
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　8：30～17：15　 	893－2012
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名］

1 月
予 定 表

1月分締切日：12月25日（水）17:15
主　催：社会教育課（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：すこやかセンター伊野	小会議室

各コース 定員：10名 ㊟再受講などで、テキストをお持ちの方は、
　申込時にご連絡ください。

パソコン入門 （初めての方から）

開催時間 受講料他 1月日程

使用可能パソコン持参
9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト　 300円 1／11（土）

ワード入門　使用ソフト：Word2010（基礎を学習）

開催時間 受講料他 1月日程

ワード2010が入っている
パソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,260円

Word2010用
1／18（土）

エクセル入門　使用ソフト：Excel2010（基礎を学習）

開催時間 受講料他 1月日程

エクセル2010が入っている
パソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,260円

Excel2010用
1／19（日）

インターネット活用 （便利な活用を学習）

開催時間 受講料他 1月日程

無線LAN使用可能
パソコン持参

10：00～15：00
4時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 2,000円
テキスト　 300円 1／13（月）

パソコン＆iPhone/iPad 個別相談室
開催時間 受講料他 1月日程

個別相談室
※VBA＆CADなどは除く

申込1件1時間以内
10:00～16:00 相談料 500円

1／12（日）

1／26（日）

※予約がない場合は中止します。

パソコン教室のご案内　1月開催予定講座
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伊野商業高校生による　枝川公園イルミネーション＆キャンドルナイト

心も体も温めて、一緒にプレゼントを貰っちゃおう♪

問 連
い 絡
合 及

せ
わ び

いの町観光協会事務局
（ギャラリー・コパ内）
〒781-2101　いの町大国町145

 893-1211　　  893-1205

季節の情報や、最新イベント情報などは下記のＨＰでご確認ください。
ホームページ　http://inofan.jp
ブログも見てください。http://blogs.yahoo.co.jp/inokanko2006

　昨年から始まった伊野商業高生によるイルミネーション。
　12月16日（月）～1月8日（水）の期間に枝川公園をイルミ
ネーションで装飾します。
　また、12月24（火）・25日（水）には枝川公園内をキャンド
ルで装飾したキャンドルナイトが行われます。

　寒い季節がやってきました。そんな体をじっくり温めて、さらには
プレゼントまでもらえるビッグチャンス♪

　『木の香温泉』『吾北むささび温泉』『土佐和紙工芸村くらうど』
『仁淀川伊野温泉（かんぽの宿）』『蘇鶴温泉』の温泉など施設を

巡ってもらえれば、毎月５名 に
2,000円相当 のプレゼントを差し上げています。

い
の
町
上
水
道

水
質
検
査
結
果

平成25年10月分

※いの町公式ホー
ムページにも掲
載しています。

南上水水系
・

公園町水系

鎌田水系

単位 基　準　値 伊野南 伊野

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 3.8 2.8
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.0 7.4

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満

単位 基準値 池ﾉ内地区 天神地区 枝川地区

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 1 1 1
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 3.1 3.1 3.1 
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.0 7.0 7.1

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満

法
令
外

鉛、化合物 mg/L 0.01以下 0.002 0.001未満 0.001未満
鉄、化合物 mg/L 0.3以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満
マンガン mg/L 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満

さらに、今なら!! その他５名に温泉優待券をプレゼント中!!
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日　程 場　　所 受付時間

1 /  6（月）
ＪＡコスモス伊野支所 9：30～11：00
高知県立農業大学校 13：00～15：30

保 健 行 事 予 定 表1月

12/11～1/14 12月１日～10日の予定は広報11月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

休
日
当
番
医

12月
１（日） 関 田 病 院  893－0047
８（日） 田 村 外 科  893－5712

１５（日） 宮 内 医 院  892－2555
２２（日） 仁 淀 病 院  893－1551
２３（月） さ く ら 病 院  893－5111
２９（日） 森 木 病 院  893－0014
３１（火） 仁 淀 病 院  893－1551

平成26年１月
１（水） 関 田 病 院  893－0047
２（木） 森 木 病 院  893－0014
３（金） さ く ら 病 院  893－5111
５（日） 関 田 病 院  893－0047

１２（日） 高 岡 内 科  892－0296
１３（月） 仁 淀 病 院  893－1551
１９（日） 森 木 病 院  893－0014
２６（日） さ く ら 病 院  893－5111

健診・がん検診の申し込みは電話又はハガキでお願いします。電話の場合は、予約受付期間（月～金曜日8：30～
17：15）に、ほけん福祉課（  893－3811）までお申し込みください。ハガキの場合は、広報４月号に折り込みの健
康ガイドに入っているハガキで、平成25年度の各会場での集団健診・乳がん検診・子宮頸がん検診の予約ができ
ます。電話予約受付開始日の１週間前までに投函をお願いします。

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

内　　容 日　程 場　　所 受付時間

おやこっこたいむ（育児相談）
12／11（水） 天王コミュニティーセンター

９：30～10：30
12／18（水） すこやかセンター伊野

１ 歳 ６ か 月 児 健 診 12／19（木）
すこやかセンター伊野

13：00～14：00
７ か 月 児 健 診 1／  9（木） 13：00～14：00

＜1歳6か月児、７か月児健診は個別に通知します。＞

内　容 地　　区 実施日 実施場所 受付時間 電話予約受付期間

健 診

全地区対象

1／24（金）

すこやかセンター伊野

8：00～10：00
12／16（月）～12／20（金）

1／25（土） 12／24（火）～12／27（金）
乳 が ん 検 診
子 宮 頸 が ん 検 診 2／10（月）

8：30～
1／   6（月）～ 1／ 10（金）

乳 が ん 検 診 2／15（土） 1／ 14（火）～  1／20（月）
※健診：特定健診、健康診査、胸部検診、大腸がん検診、胃がん検診
※乳がん検診・子宮頸がん検診は２年に１回、健診は１年に１回となっています。

子育てサービス

健診・がん検診予約受付

［売　 主］穴吹興産株式会社　宅地建物取引業免許　国土交通大臣（8）3300号
所属団体／（社）香川県宅地建物取引業協会、四国地区不動産公正取引協議会
高知支店／〒780-0870 高知市本町3丁目4-22 アルファレガロ大橋通り2階
　　　　　TEL/088（873）2882
支店／東四国、高知、松山、岡山、広島、山口、山陰、神戸、姫路、関東


